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例　言

・本書は、分譲住宅建設に伴い事前調査された綿貫・台新田遺跡（高崎市遺跡番号431）の発掘調査報告書で

ある。

・本遺跡は、群馬県高崎市綿貫町台新田飛地2240番地１に所在する。

・高崎市教育委員会では、まとまりのある包蔵地内での発掘調査された遺跡名については、町名あるいは大字と

小字を連記することを原則としている。（例　上中居・辻薬師遺跡）　本遺跡の場合、字名が無く台新田町に

囲まれた飛地であるため、綿貫町と台新田町の町名を連ねて、「綿貫・台新田遺跡」とした。

・本調査及び整理作業は高崎市教育委員会が、委託契約を締結した株式会社測研の協力を得て実施した。

・発掘調査の体制は下記のとおりである。

　　高崎市教育委員会　　　田口一郎、須田奈保子、角田真也

　　株式会社測研　　　　　髙林真人

・発掘調査期間は平成20年12月８日～平成21年１月22日、整理作業期間は平成21年１月26日～６月30日である。

・本書の執筆は、第１章は田口、第２～第４章は髙林が行い、編集は髙林が行なった。

・出土した遺物及び各種原図は高崎市教育委員会が保管している。

・本遺跡の発掘調査および報告書刊行にあたって、下記の方々・機関から御指導・ご協力を賜った。ここに記

して御礼申し上げます。（五十音順・敬称略）

　　　　佐々木清貴　　田中浩江　　日沖剛史　　向出博之　　山際哲章

凡　例

・遺構番号は、原則として発掘調査時に付したものを使用している。

・遺構挿図中に使用した座標値は世界測地系によるものであり、方位記号は座標北を示している。

・各遺構平面図および本文中に記した座標値は、Ｘ座標・Ｙ座標ともに下３桁を表記している。

・セクション・エレベーションの各図に付した数値（Ｌ＝）は、海抜を表す。

・土層注記及び遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局　財団法人日本色彩研究所監修　『新版標準

土色帖（1998年版）』を使用した。

・遺構には次の略号を使用した。

　　　ＳＩ＝竪穴住居跡　　ＳＫ＝土坑　　ＳＥ＝井戸跡　　ＳＸ＝性格不明遺構　　Ｐ＝ピット（小穴）

・遺構の実測図は、遺構配置図を１/200、竪穴住居跡を１/60、土坑・井戸跡･ピットの平・断面図を１/80、住

居跡カマド･ピットの一部の平・断面図を１/30で掲載した。

・遺物の実測図は１/３を原則とし、大きさに応じて１/２、１/４、１/６で掲載した。なお、１/３以外の縮尺

のみ遺物番号の脇に表示している。

・遺物写真は、臼玉をほぼ１/２、石製紡錘車をほぼ３/４、大型の甕･甑をほぼ１/６、その他をほぼ１/４の縮

尺になるように掲載した。

・出土した遺物の注記は、遺跡番号（431）・遺構名・出土層位などを記入した。

・本書で使用した地図は下記のとおりである。

　　　◎国土地理院　地形図　「高崎」　１/25,000　　　◎高崎市都市計画基本図　１/2,500

・遺物実測図に使用したトーンは以下のとおりである。
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第１章　調査に至る経緯

　平成 20 年９月、土地所有者（当時）小池康雄より高崎市教育委員会（以下市教委）に分譲住宅建設予定地の

埋蔵文化財の状況について照会があった。市教委は、該当地が古墳～中世に至る散布地として遺跡台帳・地図に

登録された埋蔵文化財包蔵地であるため、工事と埋蔵文化財保護との調整が必要な旨を回答した。

　同年９月 16 日付けで、事業者より文化財保護法第 93 条の届出と試掘調査申込書が提出されたのを受けて、市

教委は平成 20 年 10 月 28 日に工事予定地の試掘調査を実施し、西側で部分的な撹乱はあるものの古墳～奈良時

代の遺構を確認した。

　試掘結果を受けて、埋蔵文化財保護について事業者と協議を行ったが、建設予定の変更は不可能ということな

ので、文化財保護法第 93 条の規定による回答で、道路建設予定地で、遺構の残る部分について記録保存の発掘

調査が必要であると指示を出した。

　発掘調査は、市教委の作成する調査仕様書に基づく指導・監理の下、株式会社測研に委託して実施することと

なり、平成 20 年 12 月４日付けで高崎市長・事業者・測研の三者協定を締結し、さらに協定に基づき平成 20 年

12 月４日付けで事業者と測研の二者で発掘調査委託契約が締結された。

第２章　遺跡の位置と環境

　第１節 遺跡の位置と周辺の地形

　綿貫・台新田遺跡は、高崎市綿貫町に所在する古墳時代から平安時代にかけての複合遺跡である。本遺跡の所

在する高崎市綿貫町は群馬県南部に位置し、東側は佐波郡玉村町が、南側は藤岡市が近接している。本遺跡は高

崎市街地から東南東へ約 5.7 ㎞の地点に位置しており、本遺跡の南東約１㎞の所に群馬の森公園があり、南西約

750 ｍ付近で国道 17 号線とＪＲ高崎線が並行して走っている。

　本遺跡周辺の地形の特徴は河川が密集している。本遺跡の約 1.3 ㎞南には烏川が東流し、その付近で鏑川が合

流する。約 1.3 ㎞東には烏川の支流である井野川が南流し、約 90 ｍ東には井野川の支流である粕川が南流して

いる。本遺跡の東側には井野川によって形成された河岸段丘があり、本遺跡は南を東流する烏川と井野川によっ

て形成された河岸段丘とに挟まれた舌状の高崎台地上に立地している。

　今回の発掘調査地点は高崎台地の東縁部に位置しており、調査地点から東へ約 10 ｍのところに高崎台地と井

野川の河岸段丘との境界となる崖が見られる。高崎台地面と井野川の高位河岸段丘面との比高差は約８ｍを測る。

現況の標高は 78.4 ｍ前後であり、ほぼ平坦であるが、台地の先端部に向かう南側へわずかに傾斜している。

　第２節　周辺の遺跡

　綿貫・台新田遺跡は、高崎台地と井野川河岸段丘との境界に立地している。高崎台地・井野川河岸段丘はとも

に多数の遺跡が確認されている。本遺跡周辺の遺跡について概観する。

　旧石器時代　本遺跡の南南東約１㎞にある高崎台地上の岩鼻坂上北遺跡で、倒木痕の中から尖頭器が１点出土

している。

　縄文時代　本遺跡から北西約 2.2 ㎞にある柴崎村間遺跡からは、土坑から前期後半の諸磯ｂ式期の遺物が出土

している。東北東へ約１㎞にある綿貫堀米前遺跡 (11)、綿貫堀米前Ⅱ遺跡 ( ８)、不動山東遺跡（10) からは中

期後半の加曽利Ｅ２～３式期の土器片と石器が出土している。

　弥生時代　本遺跡周辺からは弥生時代の遺跡は確認されていないが、後期の樽式土器を伴う集落跡が井野川低

地帯を上流に登った矢島町・元島名町で確認されている。

　古墳時代　本遺跡から東北東へ約 800 ｍの井野川低地帯には古墳時代の遺跡が集中している。石田川式土器を

持つ集落跡の綿貫堀米前遺跡、綿貫堀米前Ⅱ遺跡、不動山東遺跡があり、井野川流域を治めた首長たちの墓であ

る普賢寺裏古墳 (７)、岩鼻二子山古墳 (12)、不動山古墳 (９)、綿貫観音山古墳 (５)がある。本遺跡の立地す
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る高崎台地上では、矢中村東Ａ遺跡 ( ２)、矢中村東Ｂ遺跡 ( ３)、矢中村東Ｃ遺跡 ( ４) からは多数の方形周溝

墓が検出されている。

　奈良・平安時代　井野川低地帯の綿貫堀米前Ⅱ遺跡、不動山東遺跡の集落は平安時代まで継続して見られる。

高崎台地上では、矢中地区において現状の地割りで条里制が想定される。矢中村東Ａ・Ｂ・Ｃ遺跡ではＢ軽石下

水田跡、大型水路などの水利遺構が検出され、矢中村東Ａ遺跡からは「物部私印」と陽刻された銅印が出土して

いる。

　中世以降　井野川低地帯・高崎台地ともに多くの城館が見られる。本遺跡の周辺では、井野川低地帯では堀米

氏によって築かれたといわれる堀米屋敷（６）がある。高崎台地では矢中村東Ａ ･Ｂ ･Ｃ遺跡を含む矢中遺跡群

で居館跡や堀跡などが確認されている。

第１図　周辺遺跡図 (1/25,000)・調査位区置図 (1/2,500)
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第３章　調査方法と調査の経過

　第１節　調査方法

　綿貫・台新田遺跡の発掘調査は、分譲住宅建設に伴い現状が変更される道路部分において、工事を行う前に実

施した記録保存調査である。したがって、調査区域は幅約４ｍ、長さ約 38 ｍのほぼ長方形で、南端部は曲がり

角の為幅を持たせた道路形状に沿うものとなっている。発掘調査面積は約 200 ㎡である。

　発掘調査を行うに当たって、調査区域の幅が狭く、方向も真北に対して約 35°西へ傾いていたためグリッド

の設定は行なわなかった。

　遺構の検出は、試掘調査の成果を基に平安時代の遺構検出面であるＬⅣ上面（第４章基本土層参照）まで重機

を使用して掘削を行い、遺構確認作業は人力で行った。その際出土した遺物は、遺構検出面として一括で取り上

げた。調査区北部及び南部は、遺構の重複が見られるもののローム層（漸移層含む）が検出されたため遺構の平

面形を捉えることが可能であった。調査区中央部は遺構の重複が著しいためローム層は検出されず、ほぼ全域が

遺構内堆積土の暗褐色土であった。調査範囲の幅が狭い事もあって、この段階で遺構の平面形を捉えることは困

難であった。

　遺構の掘り込みは、調査区北部及び南部では検出された各遺構の形態・大きさを考慮して適宜土層観察用のベ

ルトを残し、土の堆積状況や遺物の出土状況に留意しながら行った。調査区中央部では遺構の平面形を把握する

ことが困難であったため、調査区の長軸方向に２本、短軸方向に７本の土層観察ベルトを格子状に設け、任意の

グリッドを設定した。グリッドごとに平面的に少しずつ掘り下げを行い、土層断面で確認しながら床面の状況を

判断し、住居跡を確認していった。

　遺構の記録は、遺構実測図作成及び写真撮影を実施している。遺構実測図は、光波測距儀を用いて全体図を

１/100、竪穴住居跡カマドの平面図・断面図およびピットの遺物出土状況図を１/10、その他の遺構平面図・土

層断面図を１/20 の縮尺で図化した。写真撮影は、35 ㎜小型一眼レフカメラとデジタル一眼レフカメラを併用し

て行った。35 ㎜カメラは、モノクローム・カラーリバーサルフィルムを使用し、両者同一カットを３枚１単位

で撮影を行った。デジタルカメラは 35 ㎜カメラの１単位につき１枚撮影をした。

　遺物の取り上げは、遺構に伴うと判断したもの及び遺存状況の良いものは平面図作成または座標値を残して取

り上げた。それ以外の遺物は出土層位に留意して層位ごとに取り上げた。調査区中央部の遺物は、遺構が確定さ

れるまではグリッドごとに取り上げ、遺構が確定した後は遺構ごとに取り上げた。

　第２節　調査の経過

　調査日誌抄　 

平成20年12月５日　調査区設定、発掘調査道具運搬

平成20年12月８日　表土掘削開始

平成20年12月９日　作業員雇用開始、調査区壁にサブ

トレンチ掘削

平成20年12月10日　高崎市教育委員会田口氏来跡調査

状況確認

平成20年12月11日　高崎市教育委員会角田氏来跡調査

状況確認

平成20年12月15日　調査区北部から遺構精査開始

平成20年12月18日　調査区南部の遺構精査開始

平成20年12月22日　調査区中央部の遺構精査開始

平成20年12月25日 高崎市教育委員会神澤氏・折原氏

来跡

平成20年12月26日　調査一時中断

平成21年１月５日　調査再開

平成21年１月20日　空中写真撮影実施、高崎市教育委

員会田口氏来跡し調査終了確認

平成21年１月21日　掘形調査、発掘調査道具片付け

平成21年１月22日　調査区埋め戻し
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第４章　検出された遺構と遺物

　第１節　遺構の分布と基本土層

 遺構分布　綿貫・台新田遺跡は高崎台地の東縁部に位

置している。台地上はほぼ平坦であること、東側に井野

川低地帯を臨む環境であることから、人々が生活するの

に適した土地であったと考えられる。今回の調査区では

古墳時代中期から奈良・平安時代にわたる時期の竪穴住

居跡が 33 軒確認され、竪穴住居跡と同じ時間範囲内と

思われる土坑が 36 基、井戸跡１基、ピット 22 個が確認

された。遺構検出面において関東ローム層が確認された

のは調査区北部と南部の一部だけというほどの遺構密度

であった。

　竪穴住居跡は調査区の全域で確認された。時期別の分

布状況を見ると、古墳時代の竪穴住居跡は調査区の北部

と南部に、奈良・平安時代の竪穴住居跡は調査区中央部

にやや多く見られるが、特に偏った傾向は見られない。

　土坑・井戸跡は調査区北部から中央部にかけて環状に

分布している。ピットは調査区北部・中央部が少なく、

調査区南部に多く見られる。

　基本土層　

今回の調査区は遺構密度が非常に濃く、調査区壁におい

て基本土層を明瞭に確認できる部分が見られなかったた

め、基本土層の柱状図は作成していない。各遺構の調査

区壁面を使用した土層断面図で対応した。基本土層の土

層注記は以下の通りである。

Ⅰ　 盛土整地土（コンクリ片・砕石多量含む）

Ⅰ´ 盛土整地土（Ａｓ－Ａ混土）

Ⅱ　 10YR３/４　暗褐色土　　　Ａｓ－Ａ少量含む

Ⅲ　 10YR３/３　暗褐色土

Ⅲ´ 10YR３/３　暗褐色土　　　焼土塊（φ５㎝）

　　　　　　　　　　　　　　　多量含む

Ⅲa　10YR３/３　暗褐色土

Ⅲa´10YR３/３　暗褐色土　　　10YR４/３にぶい黄

　　　　　　　　　　　　　　　褐色火山灰がレン

　　　　　　　　　　　　　　　ズ状に堆積

Ⅲb　10YR３/４　暗褐色土　　  白色軽石多量含む

Ⅲc  10YR３/４　暗褐色土　　　遺物多量含む

Ⅳ　 10YR３/２　黒褐色粘質土　漸位層・遺構検出面

Ⅳ´ 10YR３/３ 暗褐色粘質土   漸位層･遺構検出面

Ⅴ　 10YR６/６　明黄褐色土　　関東ローム層

第２図　遺構配置図



1(1/4)

2(1/4)

3

4

－ 5－

　第２節	 竪穴住居跡

　今回の調査区域では、33 軒の竪穴住居跡が非常に狭い範囲に密集して検出されている。調査の進捗に応じて

遺構番号を振っていったため順序良く並んでいない。今回の報告では、重複する遺構の少ない調査区北部・南部

の竪穴住居跡は遺構平・断面図を個別に示し、遺構番号の若い順から記載している。竪穴住居跡の密集している

調査区中央部は、重複状況が分かるように遺構平・断面図をまとめて示し、その範囲内で遺構番号の若い順から

記載している。

第３図　１号 ･２号住居跡平 ･断面図、２号住居跡出土遺物
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　１号竪穴住居跡　（第３図）

　位置　調査区北端部（Ｘ＝ 740 ～ 742、Ｙ＝ 492 ～ 494）　検出状況　表土除去後平面形を確認。南東隅部のみ

を検出し、その他は調査区外にある。　重複　なし。　規模　平面は隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で

[1.20] ｍ× [1.05] ｍ確認された。壁高は 25 ㎝残存する。　東・西壁方位　東壁　Ｎ５°Ｗ　床面・掘形　床

面は概ね平坦である。貼床は認められない。　カマド　検出されていない。　住居内施設　ピット１個確認。直

径約 20 ㎝、深さ６㎝。位置的に柱穴である可能性が高い。　出土遺物　図示し得るものは出土していない。　

所見　南東隅部のみ確認された遺構であるが、形態の特徴から竪穴住居と判断した。時期を判別しうる遺物が出

土していないため、所属時期は不明である。

　２号竪穴住居跡　（第３図・写真図版３）

　位置　調査区北端部（Ｘ＝ 739 ～ 743、Ｙ＝ 487 ～ 491）　検出状況　表土除去後平面形を確認。西壁側約１/

５のみ検出し、その他は調査区外にある。　重複　３号住居跡・27 号土坑より新しい。　規模　平面は隅丸方

形を呈すると思われ、床面幅で 3.82 ｍ× [0.88] ｍ確認された。壁高は 40 ㎝残存する。　東・西壁方位　西壁

　Ｎ 27°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。貼床は認められない。　カマド　検出されていない。　住

居内施設　北西隅部に棚状施設と思われる段差を確認。奥行約50㎝。ピット１個確認。直径約40㎝、深さ 20㎝。

位置的に柱穴の可能性が高い。北西隅部から西壁中央・南西隅部で周溝が確認された。　出土遺物　棚状施設の

底面から土師器甕（１）、覆土中から土師器小型甕（２）・坏（３・４）が出土している。　所見　西壁側がわず

かに確認された竪穴住居跡で、北西隅部に棚状の段差が見られる。所属時期は、出土遺物から５世紀～６世紀代

と考えられる。

　３号竪穴住居跡　（第４図・写真図版２・３）

　位置　調査区北端部（Ｘ＝ 741 ～ 744、Ｙ＝ 490 ～ 492）　検出状況　表土除去後平面形を確認。西・南側は表

土掘削の際掘り過ぎている。　重複　２号住居跡より古い。　規模　平面は不明である。床面幅で [1.74] ｍ×

[1.25] ｍ確認された。壁高は 11 ㎝残存する。　カマド主軸方位　Ｎ 32°Ｗ　床面・掘形　カマド近辺しか残存

していないが床面は概ね平坦である。貼床は認められない。　カマド　住居跡北壁で確認。転用支脚と思われる

高坏あり。　住居内施設　確認されていない。　出土遺物　カマド袖の芯材である土師器甕（１）、カマドの東

側の床面から土師器甕（２）、カマド内から転用支脚と思われる土師器高坏（５）、覆土中から土師器坏（８・９）、

Ｓ字甕（10）が出土している。　所見　カマド近辺のみが確認された竪穴住居跡である。所属時期は、カマド芯

第４図　３号住居跡平 ･断面図、出土遺物
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材および転用支脚と思われる遺物から５世紀～６世紀代と考えられる。

　４号竪穴住居跡　（第５図・写真図版３）

　位置　調査区北部（Ｘ＝ 736 ～ 739、Ｙ＝ 490 ～ 492）　検出状況　表土除去後平面形を確認。北・東・南壁の

一部を検出し、その他は調査区外にある。　重複　５・６・11 号住居跡より新しく、６号土坑より古い。　規

模　平面は隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で2.69ｍ×[2.10]ｍ確認された。壁高は22㎝残存する。　東・

西壁方位　東壁　Ｎ８°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。全面にわたり黄褐色粘質土の貼床が検出され

た。　カマド　確認されていない。　住居内施設　南東隅部にピット１個確認。直径約 25 ㎝、深さ 20 ㎝。位置

的に柱穴である可能性が高い。　出土遺物　床面から土師器小型甕（１）、覆土中から土師器甕（２）・坏（３～５）、

須恵器壷（６）・坏（７・８）、灰釉陶器（９）が出土している。　所見　南西隅部を除く全体の約２/ ３が確認

第５図　４号住居跡平 ･断面図、出土遺物
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された竪穴住居跡である。所属時期は、覆土中に灰釉陶器片があることから９世紀以降と考えられる。

　５号竪穴住居跡　（第６図）

　位置　調査区北部（Ｘ＝ 738 ～ 741、Ｙ＝ 490 ～ 493）　検出状況　表土除去後平面形を確認。南壁は４号住

居跡の下面から確認。　重複　６・11 号住居跡より新しく、４号住居跡 ,14 号土坑より古い。　規模　平面は

隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で 2.13 ｍ× 1.74 ｍ確認された。壁高は 26 ㎝残存する。　東・西壁方位

　東壁　Ｎ 19°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。貼床は認められない。　カマド　確認されていない。

　住居内施設　確認されていない。　出土遺物　覆土中から土師器甕（１）・坏（２・３）が出土している。　

所見　南壁は４号住居跡に切られているが、全体が確認されている。住居内施設が確認されていないが、形態の

特徴から竪穴住居跡と考えられる。所属時期は、出土遺物から７世紀以降と考えられる。

　６号竪穴住居跡　（第７図）

　位置　調査区北部（Ｘ＝ 737 ～ 740、Ｙ＝ 488 ～ 493）　検出状況　表土除去後平面形を確認。東壁の半分のみ

検出された。その他は調査区外にある。　重複　11 号住居跡より新しく、４・５号住居跡より古い。　規模　

平面は不正形であるが隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で [2.13] ｍ× [1.24] ｍ確認された。壁高は 17 ㎝

残存する。　東・西壁方位　東壁　Ｎ 27°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。ローム粒を多量に含む暗

褐色粘質土の貼床がわずかに確認された。　カマド　確認されていない。　住居内施設　確認されていない。　

出土遺物　覆土中から土師器坏（１）、酸化焔焼成須恵器高台付坏（２）・壷（３）が出土している。　所見　東

側がわずかに確認された遺構である。住居内施設が確認されていないが、形態の特徴から竪穴住居跡と考えられ

る。所属時期は、出土遺物から６世紀後半以降と考えられる。

　11 号竪穴住居跡　（第７図・写真図版４）

　位置　調査区北部（Ｘ＝ 737 ～ 740、Ｙ＝ 488 ～ 493）　検出状況　表土除去後平面形を確認。北・東壁、南壁

の半分が検出された。その他は調査区外にある。　重複　４～６号住居跡、６号土坑より古い。　規模　平面

は隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で 3.05 ｍ× [2.59] ｍ確認された。壁高は 12 ㎝残存する。　東・西壁

方位　東壁　Ｎ 15°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦であるが、西半分が若干低い。貼床は確認されていない。

　カマド　確認されていない。　住居内施設　ほぼ中央部にピット 1 個確認。直径約 30 ㎝、深さ 21 ㎝である。

出土遺物　覆土中から土師器甕（７）・坏（８）、須恵器壷（４）・坏蓋（５）・坏（６）、床面から臼玉（９）が

出土している。　所見　北・東壁、南壁半分が確認された遺構である。住居内施設はピット１個のみであるが、

第６図　５号住居跡平 ･断面図、出土遺物
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形態の特徴から竪穴住居跡と考えられる。所属時期は、出土遺物から５～６世紀代と考えられる。

 ７号竪穴住居跡　（第８図・写真図版３・４）

 位置　調査区北部（Ｘ＝ 734 ～ 738、Ｙ＝ 485 ～ 489）　検出状況　表土除去後平面形を確認。北壁半分、西・

南壁が検出された。その他は調査区外にある。　重複　10・11 号土坑よりも新しく、10 号住居跡、２・３・８・９・

12・13 号土坑より古い。　規模　平面は東西方向に長い長方形を呈すると思われる。床面幅で 2.72 ｍ× [3.01]

ｍ確認された。壁高は 10㎝残存する。　東・西壁方位　西壁　Ｎ 13°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦であるが、

中央部が若干低い。ローム粒を多量に含む暗褐色粘質土の貼床が確認された。　カマド　確認されていない。　

住居内施設　床下土坑と思われる土坑２基（ＳＫ 10・11）を確認。　出土遺物　覆土中から土師器甕（１～４）・

坏（５）、須恵器壷（13）・坏（11・12）・高台付坏（９・10）・高台付皿（８）、酸化焔焼成須恵器高台付坏（６・

７）、石製紡錘車（15）、剥片（14）が出土している。　所見　北壁半分・西・南壁が確認された遺構である。形

第７図　６号 ･11 号住居跡平 ･断面図、出土遺物
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態の特徴から竪穴住居跡と考えられる。所属時期は、出土遺物から８世紀後半以降と考えられる。

　８号竪穴住居跡　（第９図・写真図版３）

　位置　調査区北部（Ｘ＝ 731 ～ 736、Ｙ＝ 487 ～ 491）　検出状況　表土除去後平面形を確認。北・東壁の一部

が検出された。その他は調査区外にある。　重複　10 号住居跡、19 ～ 22・25 号土坑、１号井戸跡よりも古い。

　規模　平面は隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で[4.03]ｍ×[1.30]ｍ確認された。壁高は24㎝残存する。

　東・西壁方位　東壁　Ｎ 20°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦であるが、中央部が若干高い。貼床は確認さ

れていない。　カマド　確認されていない。　住居内施設　確認されていない。　出土遺物　床面から酸化焔焼

第８図　７号住居跡平 ･断面図、出土遺物
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成須恵器高台付坏（１）が出土している。　所見　北・東壁の一部が確認された遺構である。形態の特徴から竪

穴住居跡と考えられる。所属時期は、出土遺物から８世紀代と考えられる。

　10 号竪穴住居跡　（第９・10 図・写真図版２～４）

　位置　調査区北部（Ｘ＝ 731 ～ 735、Ｙ＝ 484 ～ 488）　検出状況　表土除去後平面形を確認。　重複　９・12

号住居跡、ピット２・３より新しく、15 号土坑より古い。　規模　平面は南西隅部がやや突出した隅丸方形を

呈する。床面幅で 2.82 ｍ× 2.61 ｍ確認された。壁高は 31 ㎝残存する。　東・西壁方位　西壁　Ｎ 11°Ｗ　床

第９図　８号 ･10 号住居跡平 ･断面図、８号住居跡出土遺物

0 1 : 60 2m

0 1 : 60 2m

0 1 : 3 10cm



1(1/6)

7

10(1/4)

3(1/4)

8

2(1/4)

18(1/2)

14

15

19

20

17

16

13

12

9

6

5

4

11

－ 12 －

第 10 図　10 号住居跡出土遺物
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面・掘形　床面は概ね平坦である。貼床は確認されていない。　カマド　北壁の西寄り部分で煙道と思われる張

り出し部が認されたが、カマドの痕跡は認められない。　住居内施設　ピット３個確認。南東隅のみ確認されて

いない。南東隅部の床面から焼土と炭化物が多量に検出された。南東隅部がわずかに突出していることから古い

12 号住居跡のカマド痕跡と考えられる。　出土遺物　床面から土師器甕（10 図１）、須恵器壷（10 図 10）・高台

付坏（10 図８）・高台付皿（10 図 13）、酸化焔焼成須恵器高台付坏（10 図 16・17）、覆土中から土師器甕（10 図

２・３）・坏（10 図４～６）、須恵器高台付坏（10 図７）・高台付皿（10 図 12）・坏蓋（10 図 11）、酸化焔焼成須

恵器高台付坏（10 図 14・15）、刀子（10 図 18）、縄文土器片（10 図 20）、打製石斧（10 図 19）が出土している。

　所見　北壁の西寄りにカマドを持っていたと考えられる竪穴住居跡である。所属時期は、出土遺物から９世紀

以降と考えられる。

　15 号竪穴住居跡　（第 11 図）

　位置　調査区南部（Ｘ＝ 715 ～ 720、Ｙ＝ 473 ～ 477）　検出状況　表土除去後平面形を確認。西壁と南壁の一

第 11 図　15 号 ･17 号住居跡平 ･断面図、出土遺物
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部が検出された。その他は調査区外にある。　重複　24 号住居跡より新しく、17 号住居跡、ピット６より古い。

　規模　平面は隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で[3.45]ｍ×[2.35]ｍ確認された。壁高は18㎝残存する。

　東・西壁方位　西壁　Ｎ 11°Ｅ　床面・掘形　床面は概ね平坦であるが、西壁側が若干低い。西壁側で溝状

の掘形が確認された。　カマド　確認されていない。　住居内施設　確認されていない。　出土遺物　覆土中か

ら土師器坏（１）・台付甕（２）が出土している。　所見　住居内施設が確認されていないが、形態の特徴から

竪穴住居跡と考えられる。所属時期は、出土遺物から６～７紀代と考えられる。

　17 号竪穴住居跡　（第 11 図・写真図版４）

　位置　調査区南部（Ｘ＝ 714 ～ 719、Ｙ＝ 472 ～ 477）　検出状況　表土除去後平面形を確認。西壁のみ検出さ

れた。その他は調査区外にある。　重複　15 号住居跡よりも新しい。　規模　平面は隅丸方形を呈すると思わ

れる。床面幅で3.73ｍ× [0.52]ｍ確認された。壁高は42㎝残存する。　東・西壁方位　西壁　Ｎ32°Ｗ　床面・

掘形　床面は概ね平坦であるが、中央部が若干低くなっている。貼床は確認されていない。　カマド　確認され

ていない。　住居内施設　確認されていない。　出土遺物　図示し得る土器は出土していない。覆土中から鉄製

品（４）、砥石（３）が出土している。　所見　住居内施設が確認されていないが、形態の特徴から竪穴住居跡

と考えられる。所属時期は、時期を推測可能な遺物が出土していないが、遺構の切り合い関係から７世紀以降と

考えられる。

　16 号竪穴住居跡　（第 12 図・写真図版３）

　位置　調査区南部（Ｘ＝ 715 ～ 719、Ｙ＝ 476 ～ 479）　検出状況　表土除去後平面形を確認。東・北壁、南壁

の半分が検出された。その他は調査区外にある。　重複　24・30 号住居跡よりも新しい。　規模　平面は隅丸

第 12 図　16 号住居跡平 ･断面図、出土遺物

0 1 : 3 10cm

0 1 : 2 5cm

0 1 : 60 2m



－ 15 －

方形を呈すると思われる。床面幅で 2.26 ｍ× [1.60] ｍ確認された。壁高は 14 ㎝残存する。　東・西壁方位　

東壁　Ｎ 29°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。貼床は確認されていない。　カマド　北東隅部の張り

出し部が煙道と考えられるが、明瞭な燃焼面は認めらない。　住居内施設　東西幅のほぼ中央と思われる位置に、

南北方向に２個検出された。２個とも直径約 35 ㎝。　出土遺物　床面から土師器坏（１）、覆土中から土師器坏

（２・３）、刀子（４）が出土している。　所見　煙道部と考えられる張り出し部とピットから竪穴住居跡と考え

られる。所属時期は、床面から出土した遺物から７世紀前半代と考えられる。

　23 号竪穴住居跡　（第 13 図）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 723 ～ 726、Ｙ＝ 482 ～ 484）　検出状況　住居跡集中地域であるが、カマドが確認

されたため、表土除去後平面形を確認。東壁のみ検出された。その他は調査区外にある。　重複　22・32 号住

居跡よりも新しい。　規模　平面は隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で 2.60 ｍ× [0.22] ｍ確認された。壁

高は 32 ㎝残存する。　東・西壁方位　東壁　Ｎ 32°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。カマド底面のみ

掘形が確認された。　カマド　東壁のほぼ中央部に位置する。　住居内施設　カマドの右側南東隅部に貯蔵穴１

基確認された。　出土遺物　図示し得る遺物は出土しなかった。　所見　東壁付近のみが検出された竪穴住居跡

である。所属時期は、時期を判別できる遺物が出土していないため不明である。

　24 号竪穴住居跡　（第 14・15 図・写真図版３）

　位置　調査区南部（Ｘ＝ 712 ～ 719、Ｙ＝ 474 ～ 479）　検出状況　表土除去後平面形を確認。東壁、南壁の半

分のみ検出された。その他は調査区外にある。　重複　15・16・29・30 号住居跡、26 号土坑、１号性格不明遺構、

ピット 18 よりも古い。　規模　平面は隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で 4.96 ｍ× [3.81] ｍ確認された。

壁高は 10 ㎝残存する。　東・西壁方位　東壁　Ｎ 28°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。東壁側で掘形

が確認された。　カマド　確認されていない。　住居内施設　北東隅部からピット１個が確認された。直径は約

第 13 図　23 号住居跡・カマド跡平 ･断面図
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第 14 図　24 号 ･30 号住居跡 ･30 号住居カマド跡平 ･断面図

0 1 : 60 2m

0 1 : 30 1m



7(1/6)

6(1/6)

8 9

10

1

2

3

4

5

SI-30SI-24

－ 17 －

第 15 図　24 号 ･30 号住居跡出土遺物、26 号 ･28 号住居跡平 ･断面図 
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44 ㎝、深さが 14 ㎝である。位置的に柱穴である可能性が高い。　出土遺物　床面から土師器坏（15 図４）、覆

土中から土師器坏（15 図１～３）、酸化焔焼成須恵器（15 図５）が出土している。　所見　住居内施設は確認さ

れていないが、形態の特徴から竪穴住居跡であると考えられる。所属時期は、床面から出土した遺物から５世紀

後半と考えられる。

　30 号竪穴住居跡　（第 14・15 図・写真図版２・３）

　位置　調査区南部（Ｘ＝ 713 ～ 716、Ｙ＝ 475 ～ 478）　検出状況　表土除去後平面形を確認。南東隅部のみ

検出された。北東隅部は 16 号住居跡に切られ、西半分は調査区外にある。　重複　24 号住居跡よりも新しく、

16・29号住居跡、26号土坑よりも古い。　規模　平面は隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で[2.04]ｍ×[1.44]

ｍ確認された。壁高は 10 ㎝残存する。　東・西壁方位　東壁　Ｎ 30°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦であ

る。深さ約 35 ㎝の掘形が確認された。　カマド　東壁で確認された。カマド前面で甕２個体確認された。　住

居内施設　南東隅部から貯蔵穴１個が確認された。規模は 44 ㎝× 37 ㎝、深さが 20 ㎝である。　出土遺物　カ

第 16 図　27 号住居カマド跡平 ･断面図、26 ～ 28 号住居跡出土遺物
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第 17 図　29 号住居跡平 ･断面図、出土遺物（１）
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マド前面から土師器甕（15 図６・７）が出土し、15 図６は設置されたもの、15 図７は焚口天井の補強材と思わ

れる。15 図６の中に土師器坏（15 図８）が入っていた。覆土中から土師器坏（15 図９）、掘形から土師器坏（15

図 10）が出土している。　所見　南東隅部とカマドが確認された竪穴住居跡である。所属時期は、カマドの出

土遺物から６世紀後半と考えられる。

　26 号竪穴住居跡　（第 15・16 図・写真図版３）

　位置　調査区南部（Ｘ＝ 712 ～ 715、Ｙ＝ 471 ～ 473）　検出状況　表土除去後平面形を確認。西壁の北半分の

み検出された。その他は調査区外にある。　重複　27 号住居跡よりも新しい。　規模　平面は隅丸方形を呈す

ると思われる。床面幅で [2.84] ｍ× [1.05] ｍ確認された。壁高は 30 ㎝残存する。　東・西壁方位　西壁　Ｎ

28°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦であるが、中央部が若干低い。ローム塊を多量含む暗褐色土の貼床が確認

された。　カマド　確認されていない。　住居内施設　確認されていない。　出土遺物　覆土中から土師器坏（16

図３）、須恵器坏蓋（16 図４）が出土している。　所見　西壁の一部か確認された遺構であるが、形態の特徴か

ら竪穴住居跡と判断した。所属時期は、出土した遺物から８世紀代と考えられる。

　28 号竪穴住居跡　（第 15・16 図・写真図版４）

　位置　調査区南部（Ｘ＝ 710 ～ 713、Ｙ＝ 471 ～ 475）　検出状況　表土除去後平面形を確認。北壁のみ検出さ

れた。北壁の東端部は 26 号住居跡に切られ、その他は調査区外にある。　重複　26・27 号住居跡よりも古く、

36号土坑より新しい。　規模　平面は隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で[3.52]ｍ×[9.02]ｍ確認された。

壁高は 30 ㎝残存する。　北壁方位　Ｎ 64°Ｅ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。深さ約 32 ㎝の掘形が確

認された。　カマド　確認されていない。　住居内施設　確認されていない。　出土遺物　床面から石製紡錘車（16

図７）、覆土中から土師器坏（16 図５・６）が出土している。　所見　北壁の一部のみが確認された遺構で住居

内施設が確認されていないが、壁面の形態の様相から竪穴住居跡と判断した。所属時期は、出土した遺物から７

世紀以降と考えられる。

　27 号竪穴住居跡　（第 16 図）

　位置　調査区南部（Ｘ＝ 711 ～ 713、Ｙ＝ 471 ～ 473）　検出状況　表土除去後平面形を確認。カマドのみ検出

された。その他は調査区外にある。　重複　26 号住居跡よりも古く、28 号住居跡より新しい。　規模　平面は

不明である。　カマド長軸方位　Ｎ 24°Ｗ　カマド底面　概ね平坦である。　住居内施設　確認されていない。

第 18 図　29 号住居跡出土遺物（2）
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第 19 図　９号・12 ～ 14 号・32 号・33 号住居跡平 ･断面図
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第 20 図　９号・12 ～ 14 号住居跡出土遺物
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　出土遺物　カマド覆土中から土師器甕（16 図１）・坏（16 図２）が出土している。　所見　カマドのみが検出

された竪穴住居跡である。所属時期は、出土した遺物から８世紀代と考えられる。

　29 号竪穴住居跡　（第 17・18 図・写真図版２～４）

　位置　調査区南部（Ｘ＝ 711 ～ 716、Ｙ＝ 477 ～ 480）　検出状況　表土除去後平面形を確認。東壁と南壁の一

部のみ検出された。その他は調査区外にある。　重複　16 号住居跡よりも古く、24・30 号住居跡より新しい。

　規模　平面は隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で[3.50]ｍ×[1.08]ｍ確認された。壁高は26㎝残存する。

　東・西壁方位　東壁　Ｎ５°Ｅ　床面・掘形　床面は概ね平坦であるが、中央部が若干高い。　カマド　東壁

のほぼ中央に位置する。袖石及び支柱石が検出された。　住居内施設　南東隅部から貯蔵穴２基確認。　出土遺

物　カマド覆土中から土師器甕（17 図２）、須恵器壷（17 図４）、酸化焔焼成須恵器坏（17 図７）、貯蔵穴から

土師器坏（17 図３）、酸化焔焼成須恵器高台付坏（17 図６）・高台付皿（18 図２・３）、覆土中から土師器甕（17

図１）、須恵器坏（17 図５）、酸化焔焼成須恵器高台付坏（18 図１）、瓦片（18 図４・５）、刀子（18 図６）が出

土している。　所見　東壁とカマド・貯蔵穴が検出された竪穴住居跡である。所属時期は、出土した遺物から９

世紀以降と考えられる。

　９号竪穴住居跡　（第 19・20 図・写真図版３）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 727 ～ 733、Ｙ＝ 482 ～ 487）　検出状況　表土除去後は全面遺構覆土であったため

確認できなかった。格子状にセクションベルトを設定し、面的に掘り下げ床面を確認した。　重複　14号住居跡、

22 ～ 24・30 号土坑よりも古く、12・13 号住居跡より新しい。　規模　平面は不正方形を呈すると思われる。床

面幅で [3.55] ｍ× [3.50] ｍ確認された。壁高は土層断面で 25 ㎝確認された。　東・西壁方位　西壁　Ｎ 33°

Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。　カマド　確認されていない。　住居内施設　確認されていない。　

出土遺物　床面から土師器甕（20 図１）、覆土中から土師器小型甕（20 図２）・坏（20 図３・４）、須恵器坏（20

第 21 図　32 号・33 号住居跡出土遺物
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第 22 図　18 ～ 22 号 ･25 号 ･31 号住居跡、22 号住居カマド跡平 ･断面図
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図５）が出土している。　所見　住居内施設は検出されなかったが、南東隅の形態・床面の様相から竪穴住居跡

と判断した。所属時期は、出土した遺物から７世紀以降と考えられる。

　12 号竪穴住居跡　（第 19・20 図・写真図版２・３）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 729 ～ 734、Ｙ＝ 484 ～ 487）　検出状況　９・10 号住居跡の床面下から確認され、

床面のみが検出された。　重複　９・10 号住居跡、22 ～ 24・30 号土坑よりも古い。　規模　平面は隅丸方形を

呈すると思われる。床面幅で（3.46）ｍ×（2.72）ｍ確認された。住居壁は残存していない。　東・西壁方位　

東壁　Ｎ 27°Ｗ　床面・掘形　残存する床面は少ないが概ね平坦である。約 30 ㎝の深さの掘形が認められた。
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第 23 図　19 号 ･21 号 ･22 号 ･25 号住居跡出土遺物
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　カマド　北東隅部が東側へ張り出していることから煙道部と考えられるが、明瞭なカマド痕跡を示すものは確

認されていない。後から造られた 10 号住居跡のほぼ同じ位置に見られた焼土・炭化物は本住居跡のカマドのも

のであった可能性が考えられる。　住居内施設　確認されていない。　出土遺物　床面から須恵器坏（20 図９）、

酸化焔焼成須恵器高台付坏（20 図８）、覆土中から土師器甕（20 図６）、須恵器坏（20 図 11）、掘形から土師器坏（20

図７）、須恵器坏（20 図 10）が出土している。　所見　煙道部と思われる北東隅部の張り出し、遺物の出土状況

から竪穴住居跡と判断した。所属時期は、床面から出土した遺物から７世紀代と考えられる。

　13 号竪穴住居跡　（第 19・20 図・写真図版３）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 727 ～ 733、Ｙ＝ 482 ～ 486）　検出状況　表土除去後は全面遺構覆土であったため

確認できなかった。格子状にセクションベルトを設定し、面的に掘り下げ床面を確認した。東壁の一部のみ検出

された。　重複　９・14・32 号住居跡、28・29・31 号土坑よりも古い。　規模　平面は残存状況が悪いため不

明である。床面幅で [3.64] ｍ× [2.74] ｍ確認された。壁高は５㎝残存する。　東・西壁方位　東壁　Ｎ 13°

Ｅ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。ローム塊を多量に含む暗褐色粘質土の貼床が確認された。　カマド

　確認されていない。　住居内施設　確認されていない。　出土遺物　覆土中から土師器甕（20 図 12）・坏（20

図 13）が出土している。　所見　東壁の一部のみ検出された遺構であるが、床面の様相から竪穴住居跡と判断

した。所属時期は、出土した遺物から５世紀後半以降と考えられる。

　14 号竪穴住居跡　（第 19・20 図・写真図版４）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 729 ～ 734、Ｙ＝ 482 ～ 485）　検出状況　表土除去後平面形を確認。西壁のみ検出

された。その他は調査区外にある。　重複　９・13 号住居跡よりも新しい。　規模　平面は隅丸方形を呈する

と思われる。床面幅で 3.84 ｍ× [0.72] ｍ確認された。壁高は 41 ㎝残存する。　東・西壁方位　西壁　Ｎ 34°

Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。ローム塊を多量に含む暗褐色粘質土の貼床が確認された。　カマド　

確認されていない。　住居内施設　確認されていない。　出土遺物　床面から土師器甕（20 図 14）、覆土中から

土師器坏（20 図 15 ～ 18）、掘形から臼玉未成品（20 図 19）が出土している。　所見　西壁のみが検出された遺

構であるが、形態の特徴および床面の様相から竪穴住居跡と判断した。所属時期は、出土した遺物から８世紀以

降と考えられる。

　32 号竪穴住居跡　（第 19・21 図・写真図版４）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 725 ～ 728、Ｙ＝ 482 ～ 485）　検出状況　表土除去後は全面遺構覆土であったため

確認できなかった。格子状にセクションベルトを設定し、面的に掘り下げ床面を確認した。北東隅部のみ検出さ

れた。南側は 22・23 号住居跡に切られ、西側は調査区外にある。　重複　22・23 号住居跡よりも古く、13・33

号住居跡、31 号土坑よりも新しい。　規模　平面は北東隅部のみの残存であるが、隅丸方形を呈すると思われる。

床面幅で [1.94] ｍ× [1.42] ｍ確認された。壁高は 36 ㎝残存する。　東・西壁方位　西壁　Ｎ 34°Ｗ　床面・

掘形　床面は概ね平坦である。貼床は確認されていない。　カマド　確認されていない。　住居内施設　北東隅

部に集石を伴う土坑１基が確認された。集められていた石には被熱を受けたものも見られる。　出土遺物　床面

から土師器壷（21 図１）、覆土中から土師器甕（21 図２・３）・坏（21 図４～９）、須恵器坏蓋（21 図 10）、剥片（21

図 11）が出土している。　所見　北東隅部のみが検出された遺構であるが、形態の特徴および床面の様相から

竪穴住居跡と判断した。北東隅部に集石を伴う土坑が確認された。所属時期は、出土した遺物から６世紀前半と

考えられる。

　33 号竪穴住居跡　（第 19・21 図・写真図版４）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 726 ～ 728、Ｙ＝ 480 ～ 483）　検出状況　表土除去後は全面遺構覆土であったため

確認できなかった。格子状にセクションベルトを設定し、面的に掘り下げ床面を確認した。北壁の一部のみ検出

された。南・西側は 22・25・32 号住居跡に切られ、東側は調査区外にある。　重複　22・25・32 号住居跡、５・

17・31・32 号土坑よりも古い。　規模　平面は残存状況が悪いため不明である。床面幅で [2.05] ｍ× [1.76]

ｍ確認された。壁高は４㎝残存する。　東・西壁方位　残存状況が悪いため測定できない。　床面・掘形　床面
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は概ね平坦である。ローム粒を多量に含む黒褐色土の貼床が確認された。　カマド　確認されていない。　住居

内施設　確認されていない。　出土遺物　覆土中から羽釜（21 図 12）、須恵器坏蓋（21 図 13）が出土している。

　所見　残存状況が悪いが、床面の様相から竪穴住居跡と判断した。出土遺物が後世に流れ込んだものであるこ

とから、所属時期は不明である。

　18 号竪穴住居跡　（第 22 図）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 720 ～ 724、Ｙ＝ 476 ～ 480）　検出状況　表土除去後は南壁のみ確認され、その他

は全面遺構覆土であったため確認できなかった。格子状にセクションベルトを設定し、面的に掘り下げ床面を確

認した。西壁と北・南壁の一部が検出された。東壁は調査区外にある。　重複　19 ～ 21 号住居跡よりも新しい。

　規模　平面は隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で 2.54 ｍ× [2.02] ｍ確認された。壁高は 32 ㎝残存する。

　東・西壁方位　西壁　Ｎ 24°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。壁側が深い掘形が確認された。　カ

マド　確認されていない。　住居内施設　確認されていない。　出土遺物　図示し得る遺物は出土していない。

　所見　住居内施設は確認されていないが、形態の特徴および床面の様相から竪穴住居跡と判断した。所属時期

は、時期の判別できる遺物が出土していないため不明である。

　19 号竪穴住居跡　（第 22・23 図・写真図版３）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 719 ～ 724、Ｙ＝ 478 ～ 482）　検出状況　表土除去後は全面遺構覆土であったため

確認できなかった。格子状にセクションベルトを設定し、面的に掘り下げ床面を確認した。南壁の一部のみ検出

された。北側は 22 号住居跡に、東側は 21 号住居跡に切られ、西壁は調査区外にある。　重複　18・21・22 号

住居跡よりも古く、20 号住居跡、33 号土坑より新しい。　規模　平面は残存状態が悪いため不明である。床面

幅で [3.40] ｍ× [2.06] ｍ確認された。壁高は土層断面で 11 ㎝確認された。　南壁方位　　Ｎ 46°Ｅ　床面・

掘形　床面は概ね平坦である。掘形は確認されていない。　カマド　確認されていない。　住居内施設　確認さ

れていない。　出土遺物　床面から土師器甕（23 図１）・坏（23 図２）、須恵器壷（23 図４）、覆土中から土師

器坏（23 図３）、剥片が出土している。　所見　南壁の一部のみの検出であるが、床面の様相から竪穴住居跡と

判断した。所属時期は、床面から出土した遺物から７世紀代と考えられる。

　20 号竪穴住居跡　（第 22・23 図）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 718 ～ 721、Ｙ＝ 477 ～ 480）　検出状況　表土除去後平面形を確認。南壁、東壁の

一部のみ検出された。北側は 19 号住居跡に、東側は 18 号住居跡に切られ、西壁は調査区外にある。　重複　

18・19 号住居跡、33 号土坑よりも古く、34 号土坑より新しい。　規模　平面は隅丸方形を呈すると思われる。

床面幅で [2.58] ｍ× [1.56] ｍ確認された。　東・西壁方位　東壁　Ｎ 31°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦

である。ローム塊を多量に含む暗褐色粘質土の貼床が確認された。　カマド　確認されていない。　住居内施設

　床下土坑１基が確認された。　出土遺物　図示し得る遺物は出土していない。　所見　南壁、東壁の一部のみ

検出された遺構であるが、形態の特徴および床面の様相から竪穴住居跡と判断した。所属時期は、時期を判別で

きる遺物は出土していないが、他の遺構との切り合い関係から７世紀よりも古いものと考えられる。

　21 号竪穴住居跡　（第 22・23 図・写真図版３）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 720 ～ 725、Ｙ＝ 477 ～ 481）　検出状況　表土除去後は全面遺構覆土であったため

確認できなかった。格子状にセクションベルトを設定し、面的に掘り下げ床面を確認した。西壁、北壁の一部

のみ検出された。南側は 18 号住居跡に切られ、東壁は調査区外にある。　重複　18 号住居跡よりも古く、19・

20・31 号住居跡より新しい。　規模　平面は隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で 3.16 ｍ× [2.58] ｍ確認

された。壁高は６㎝残存する。　東・西壁方位　西壁　Ｎ 31°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。ロー

ム塊を多量に含む暗褐色粘質土の貼床が確認された。　カマド　確認されていない。　住居内施設　確認されて

いない。　出土遺物　覆土中から土師器甕（23 図６）・坏（23 図７）、須恵器高台付坏（23 図８）・高台付皿（23

図９）、灰釉陶器（23 図 10）が出土している。　所見　西壁 ･北壁の一部のみ検出された遺構で、カマドなどの

住居内施設は確認されなかったが、形態の特徴および床面の様相から竪穴住居跡と判断した。所属時期は、出土
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遺物から８～９世紀代と考えられる。

　22 号竪穴住居跡　（第 22・23 図・写真図版３・４）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 722 ～ 726、Ｙ＝ 480 ～ 484）　検出状況　表土除去後は全面遺構覆土であったが、

カマドが確認できたことから平面を捉えることができた。東壁、南・北壁の東半分が検出された。西壁は北半

分が 23 号住居跡によって切られ、南半分は調査区外にある。　重複　23 号住居跡、16 号土坑よりも古く、19・

21・25・31 号住居跡より新しい。　規模　平面は隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で 3.24 ｍ× [1.85] ｍ

確認された。　東・西壁方位　東壁　Ｎ 30°Ｗ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。ローム塊を多量に含む

黒褐色粘質土の貼床が確認された。　カマド　東壁のほぼ中央部で確認された。焚口が竪穴の外にある形態で

ある。　住居内施設　確認されていない。　出土遺物　カマド覆土中から土師器甕（23 図 11・12）・坏（23 図

13）、酸化焔焼成須恵器坏（23 図 14）・高台付坏（23 図 15・17）、覆土中から酸化焔焼成須恵器高台付坏（23 図

16）、灰釉陶器（23 図 18）が出土している。　所見　東壁のほぼ中央部にカマドを持つ竪穴住居跡である。所属

時期は、カマド内から出土した遺物から９世紀代と考えられる。

　25 号竪穴住居跡　（第 22・23 図・写真図版３）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 723 ～ 727、Ｙ＝ 478 ～ 482）　検出状況　表土除去後は全面遺構覆土であったため

確認できなかった。格子状にセクションベルトを設定し、面的に掘り下げ床面を確認した。北壁の一部が検出

された。西壁は 22 号住居跡に、南壁は 21・31 号住居跡によって切られ、東壁は調査区外にある。　重複　21・

22・31 号住居跡、17 号土坑よりも古い。　規模　平面は残存状況が悪いため不明である。床面幅で [2.70] ｍ×

[2.38]ｍ確認された。壁高は16㎝残存する。　北壁方位　　Ｎ63°Ｅ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。ロー

ム塊を含む暗褐色粘質土の貼床が確認された。　カマド　確認されていない。　住居内施設　確認されていない。

　出土遺物　床面から土師器坏（23 図 24）、覆土中から土師器甕（23 図 19 ～ 22）・坏（23 図 23）、酸化焔焼成

須恵器高台付坏（23 図 25・26）、灰釉陶器（23 図 27）が出土している。　所見　北壁の一部が検出された遺構

であるが、形態の特長および床面の様相から竪穴住居跡と判断した。所属時期は、出土した遺物から９世紀代と

考えられる。

　31 号竪穴住居跡　（第 22 図）

　位置　調査区中央部（Ｘ＝ 723 ～ 725、Ｙ＝ 479 ～ 481）　検出状況　表土除去後は全面遺構覆土であったため

確認できなかった。格子状にセクションベルトを設定し、面的に掘り下げ床面を確認した。北壁の一部が検出さ

れた。西壁は 22号住居跡に、東・南壁は 21号住居跡によって壊されている。　重複　21・22号住居跡よりも古い。

　規模　平面は北東隅部の形態から隅丸方形を呈すると思われる。床面幅で [1.46] ｍ× [0.42] ｍ確認された。

壁高は５㎝残存する。　北壁方位　　Ｎ 51°Ｅ　床面・掘形　床面は概ね平坦である。深さ約 15 ㎝の掘形が確

認された。　カマド　確認されていない。　住居内施設　確認されていない。　出土遺物　図示し得る遺物は出

土していない。　所見　北壁の一部が検出された遺構であるが、形態の特長および床面の様相から竪穴住居跡と

判断した。別番号をつけているが、本住居跡の北壁と 19 号住居跡の南壁がほぼ平行し、床面の高さもほぼ同じ

であることから、同一の住居跡とも考えられる。所属時期は、時期を判別できる遺物が出土していないため不明

である。

　第３節　その他の遺構

　今回の調査区域で検出された竪穴住居跡以外の遺構は、土坑 36 基、井戸跡１基、性格不明遺構１基、ピット

22 個である。今回の報告では、各遺構の位置関係を把握できるように個別の遺構平面図ではなく、調査区全体

を３分割した平面図を調査区北部から提示し、土層断面図を併記している。各遺構の詳細については、遺構観察

表に記載している。遺構の所属時期は、出土遺物に中世以降の新しい遺物が含まれていないことから、竪穴住居

跡の営まれていた時間幅にほぼ重なるものと思われる。
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第 24 図　調査区北部土坑・井戸跡・ピット平 ･断面図

0 1 : 80 2m

0 1 : 30 1m
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第 25 図　調査区中央部土坑・ピット平 ･断面図

0 1 : 80 2m
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第 26 図　調査区南部土坑・性格不明遺構・ピット平 ･断面図

0 1 : 80 2m

0 1 : 30 1m
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第 27 図　１号 ･２号土坑出土遺物
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  第 28 図　３～５号 ･９号 ･11 号 ･14 ～ 16 号 ･18 ～ 20 号土坑出土遺物
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 第 29 図　21 号 ･22 号 ･30 号土坑、１号井戸跡、ピット１･３･４、遺構外出土遺物
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　第４節　まとめ 

　今回の綿貫・台新田遺跡の発掘調査では、竪穴住居跡 33 軒、土坑 36 基、井戸跡１基、性格不明遺構１基、ピッ

ト 22 個が確認された。出土遺物を見ると、５世紀から 11 世紀までの長い期間にわたる遺物が見られるが、その

中で８世紀代の遺物が少ない傾向が見られた。

　検出された遺構に直接関わるものではないが、遺構内覆土からＳ字状口縁台付甕の破片が出土している。周辺

の遺跡では古墳時代前期の石田川式期の竪穴住居跡が確認されていることから、今回の調査では遺構は確認され

なかったが当該期の住居跡があったと考えられる。また、遺構内覆土からは縄文土器片、打製石斧、剥片も出土

している。古墳時代以降の集落が営まれる前に、縄文時代の遺構が存在していたと思われる。

　今回発掘調査を行なった綿貫・台新田遺跡の特徴は、発掘調査面積は狭いが、長期間にわたる多数の竪穴住居

跡が検出されたことである。検出された竪穴住居跡の時期別の分布状況を見ると、時期ごとに偏って分布する様

相は見られず、どの時期においても調査区内に広く分布する傾向が見られる。検出された竪穴住居跡の密度と時

期別の竪穴住居跡の分布様相、高崎台地の東縁部に位置し井野川低地帯を臨む立地条件、緑釉陶器・灰釉陶器・瓦・

円面硯といった一般集落ではあまり出土しない遺物から、綿貫・台新田遺跡は拠点集落の１つであった可能性が

ある。今後、周辺地域で発掘調査事例が増えることで明らかになっていくものと思われる。

遺構番号 出土位置 座標 検出面 平面形 長軸方位
法　量 ( )：推定 [ ]：遺存

備考
長径（ｍ) 短径（ｍ) 深さ(ｍ)

ＳＫ１ 調査区北部 Ｘ＝738～740　Ｙ＝492～496 ＬⅣ 不正円形 ― 1.38 [0.62] 0.23 ４・５号住、14 号土坑より新　27 図１出土

ＳＫ２ 調査区北部 Ｘ＝739～740　Ｙ＝488～489 ＬⅣ 不正円形 ― [1.21] 1.09 0.33 ７号住、７・８号土坑より新　27 図２～９出土

ＳＫ３ 調査区北部 Ｘ＝735～736　Ｙ＝485～487 ７号住上面 不正楕円形 Ｎ78°Ｅ [0.74] 1.06 0.34 ７号住より新　28 図１～３出土

ＳＫ４ 調査区北部 Ｘ＝736～738　Ｙ＝490～492 ＬⅣ 不正楕円形 Ｎ38°Ｗ [1.07] 0.93 0.25 ４号住、６号土坑より古　11 号住より新　28 図４出土

ＳＫ５ 調査区中央部 Ｘ＝727～730　Ｙ＝480～482 ＬⅣ 不正楕円形 Ｎ39°Ｅ [0.97] 1.75 0.26 33 号住より新　28 図５～７出土

ＳＫ６ 調査区北部 Ｘ＝736～738　Ｙ＝490～492 ＬⅣ 楕円形 Ｎ80°Ｗ [1.67] [1.01] 0.63 ４・11 号住、４号土坑より新　

ＳＫ７ 調査区北部 Ｘ＝738～739　Ｙ＝487～489 ＬⅣ 楕円形 Ｎ35°Ｗ [1.10] 0.74 0.24 ２・27 号土坑より古

ＳＫ８ 調査区北部 Ｘ＝736～739　Ｙ＝487～488 ７号住上面 不正円形 ― 1.18 [0.84] 0.29 ２号土坑より古　７号住より新

ＳＫ９ 調査区北部 Ｘ＝736～737　Ｙ＝486～487 ７号住上面 楕円形 Ｎ19°Ｅ 0.63 0.55 0.05 ７号住より新　28 図８出土

ＳＫ10 調査区北部 Ｘ＝736～738　Ｙ＝487～489 ７号住床面 隅丸長方形 Ｎ32°Ｗ 1.29 0.98 0.14 ７号住の床下土坑と思われる

ＳＫ11 調査区北部 Ｘ＝735～736　Ｙ＝487～489 ７号住床面 楕円形 Ｎ25°Ｗ 1.21 1.04 0.16 ７号住の床下土坑と思われる　28 図９出土

ＳＫ12 調査区北部 Ｘ＝736～737　Ｙ＝488～489 ７号住上面 円形 ― 0.44 0.39 0.53 ７号住、10 号土坑より新　28 図 10 出土

ＳＫ13 調査区北部 Ｘ＝735～736　Ｙ＝486～488 ７号住上面 不正楕円形 Ｎ69°Ｅ 0.63 0.50 0.12 ７号住より新

ＳＫ14 調査区北部 Ｘ＝739～741　Ｙ＝490～493 ＬⅣ 楕円形 Ｎ70°Ｅ 2.22 0.85 0.33 １号土坑より古　５号住より新　28 図 11・12 出土

ＳＫ15 調査区北部 Ｘ＝732～733　Ｙ＝487～488 10号住上面 不正円形 ― 0.98 0.83 0.38 10 号住より新　28 図 13 ～ 16 出土

ＳＫ16 調査区中央部 Ｘ＝723～725　Ｙ＝481～482 22号住上面 不正円形 ― 0.92 0.82 0.26 22 号住より新　28 図 17 ～ 21 出土

ＳＫ17 調査区中央部 Ｘ＝725～727　Ｙ＝481～482 25号住上面 楕円形 Ｎ67°Ｅ 0.96 0.81 0.16 25・33 号住より新　

ＳＫ18 調査区南部 Ｘ＝710～713　Ｙ＝474～477 ＬⅣ 隅丸長方形 Ｎ56°Ｗ [1.56] 1.30 0.39 24 号住、36 号土坑より古　28 図 22・23 出土

ＳＫ19 調査区北部 Ｘ＝733～736　Ｙ＝488～490 ８号住上面 不正円形 ― 1.36 [1.27] 0.34
20・25 号土坑より古 ８号住、25 号土坑、１号井戸跡
より新　 28 図 24・25 出土

ＳＫ20 調査区北部 Ｘ＝733～735　Ｙ＝487～489 ＬⅣ 不正円形 ― 1.21 1.13 0.17
25 号土坑より古 10 号住、19 号土坑より新
28 図 26 ～ 31 出土

ＳＫ21 調査区北部 Ｘ＝731～733　Ｙ＝487～489 ８号住上面 不正円形 ― 1.14 [0.74] 0.45 ８号住より新　29 図１～３出土

ＳＫ22 調査区北部 Ｘ＝730～732　Ｙ＝486～488 ＬⅣ 楕円形 Ｎ58°Ｅ [1.14] 1.66 0.41
30 号土坑より古 ８・10・12 号住より新 
29 図４～７出土

ＳＫ23 調査区中央部 Ｘ＝728～730　Ｙ＝485～487 12号住上面 隅丸方形 ― 1.53 [0.92] 0.45 ９・10 号住、24 号土坑より新　

ＳＫ24 調査区中央部 Ｘ＝729～731　Ｙ＝484～486 12号住上面 隅丸長方形 Ｎ56°Ｅ [1.37] 0.83 0.32 10 号住、23 号土坑より古　９号住より新　

ＳＫ25 調査区北部 Ｘ＝734～736　Ｙ＝488～489 ＬⅣ 円形 ― 0.67 0.57 0.27 ７号住、19・20 号土坑より新　

ＳＫ26 調査区南部 Ｘ＝714～715　Ｙ＝475～477 24号住上面 不正円形 ― 0.67 0.52 0.40 24・30 号住より新　

ＳＫ27 調査区北部 Ｘ＝739～740　Ｙ＝488～489 ２号住床面 隅丸長方形 Ｎ58°Ｅ [1.05] 1.06 0.24 ２号住より古　７号土坑より新　

ＳＫ28 調査区中央部 Ｘ＝728～729　Ｙ＝483～484 ＬⅣ 楕円形 Ｎ70°Ｅ 0.87 0.69 0.11 13 号住、29 号土坑より新　

ＳＫ29 調査区中央部 Ｘ＝728～730　Ｙ＝482～484 ＬⅣ 楕円形 Ｎ59°Ｅ 1.45 0.67 0.38 28 号土坑より古　

ＳＫ30 調査区北部 Ｘ＝731～732　Ｙ＝486～487 12号住上面 不正円形 ― 0.74 0.60 0.31 ９・10・12 号住、22 号土坑より新　29 図８出土　

ＳＫ31 調査区中央部 Ｘ＝726～729　Ｙ＝482～484 ＬⅣ 隅丸長方形 Ｎ50°Ｅ 1.95 [1.12] 0.16 32 号住、32 号土坑より古　

ＳＫ32 調査区中央部 Ｘ＝726～728　Ｙ＝481～483 31号住上面 楕円形 Ｎ76°Ｅ (1.75) (1.39) 0.33 33 号住、17・31 号土坑より新　29 図９出土

ＳＫ33 調査区南部 Ｘ＝718～720　Ｙ＝479～481 20号住上面 円形 ― (0.77) [0.45] 0.19 19 号住より古　20 号住より新　

ＳＫ34 調査区南部 Ｘ＝717～719　Ｙ＝478～480 ＬⅣ 不正円形 ― (0.74) [0.69] 0.31 20 号住より古

ＳＫ35 調査区南部 Ｘ＝711～712　Ｙ＝474～476 ＬⅣ 不正楕円形 Ｎ56°Ｗ 1.17 0.82 0.41 18・36 号土坑より新

ＳＫ36 調査区南部 Ｘ＝711～712　Ｙ＝474～476 ＬⅣ 不明 ― 1.21 [0.16] 0.27 28 号住、35 号土坑より古　

ＳＥ１ 調査区北部 Ｘ＝733～735　Ｙ＝489～490 19号土坑底 楕円形 Ｎ60°Ｗ 0.88 [0.48] 0.83
19 号土坑より古　29 図 10 ～ 12 出土　深さから井戸と
判断

ＳＸ１ 調査区南部 Ｘ＝710～712　Ｙ＝477～480 ＬⅣ 不正長方形 ― [2.32] 1.71 0.07 29 号住より古

土坑・井戸跡・性格不明遺構観察表



遺構番号 出土位置 座標
法　量 ( )：推定 [ ]：遺存

備考
長径(㎝) 短径(㎝) 深さ(㎝)

ピット１ 調査区北部 Ｘ＝741～742　Ｙ＝491～492 29 25 6 ３号住居跡に伴うピットの可能性がある　29 図 13 出土

ピット２ 調査区北部 Ｘ＝733～734　Ｙ＝485～486 28 24 40 10 号住居跡・ピット３より古

ピット３ 調査区北部 Ｘ＝734～736　Ｙ＝484～486 42 41 27 10 号住より古　ピット２より新　29 図 14 出土

ピット４ 調査区北部 Ｘ＝734～735　Ｙ＝487～488 56 41 32 10 号住より新　29 図 15 ～ 18 出土

ピット５ 調査区南部 Ｘ＝714～716　Ｙ＝474～476 [47] 38 8 24 号住より古

ピット６ 調査区南部 Ｘ＝718～719　Ｙ＝474～476 47 [20] 12 15 号住より新

ピット７ 調査区南部 Ｘ＝713～714　Ｙ＝474～475 73 57 49

ピット８ 調査区南部 Ｘ＝712～713　Ｙ＝474～475 32 20 28

ピット９ 調査区南部 Ｘ＝712～713　Ｙ＝475～476 39 27 33 18 号土坑より新

ピット10 調査区南部 Ｘ＝710～711　Ｙ＝475～476 28 26 20

ピット11 調査区南部 Ｘ＝710～712　Ｙ＝475～477 55 37 37 18 号土坑より新

ピット12 調査区南部 Ｘ＝712～713　Ｙ＝475～476 [53] 53 7 18 号土坑より新

ピット13 調査区南部 Ｘ＝710～711　Ｙ＝476～477 27 22 25

ピット14 調査区南部 Ｘ＝711～712　Ｙ＝476～477 23 15 21 ピット 15 より新

ピット15 調査区南部 Ｘ＝711～712　Ｙ＝476～477 [12] 23 14 ピット 14 より古

ピット16 調査区南部 Ｘ＝710～712　Ｙ＝476～477 64 49 61 ピット 17 より新

ピット17 調査区南部 Ｘ＝711～712　Ｙ＝476～477 [21] 13 59 ピット 16 より古

ピット18 調査区南部 Ｘ＝711～713　Ｙ＝477～478 43 37 37 24 号住より新

ピット19 調査区南部 Ｘ＝710～711　Ｙ＝476～477 22 21 24 ピット 20 より新

ピット20 調査区南部 Ｘ＝710～711　Ｙ＝476～477 29 26 22 ピット 19 より古

ピット21 調査区南部 Ｘ＝710～711　Ｙ＝476～478 25 [21] 13 ピット 20・22 より古

ピット22 調査区南部 Ｘ＝710～711　Ｙ＝477～478 [21] 25 38 1 号性格不明遺構より古　ピット 21 より新

番号 出土位置 種別・器種
法 量 ( ):推定 [ ]:遺存

胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 遺存状況
口径(㎝)底径(㎝)器高(㎝)

３図１ ＳＩ２　覆土 土師器　甕 15.9 － [14.2] 砂粒含 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁～胴部片

３図２ ＳＩ２　覆土 土師器　甕 (15.7) － [7.9] 砂粒含 良好 褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁～胴部片

３図３ ＳＩ２　覆土 土師器　坏 (11.3) － ［2.7］ 普通 良好 赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～体部片

３図４ ＳＩ２　覆土 土師器　坏 － － ［1.4］ 普通 良好 灰褐色 外面:ヘラケズリ　　内面:ヘラナデ　 底部片

４図１ ＳＩ３　カマド 土師器　甕 13.6 － ［8.5］ 小石含 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁～胴部片

４図２ ＳＩ３　床面 土師器　甕 19.3 － [5.6] 砂粒含 良好 橙色 外面:ヘラナデ　　内面:ナデ 口縁部片

４図３ ＳＩ３　覆土 土師器　坏 (15.4) － 4.9 普通 普通 明赤褐色
外面:磨滅激しく調整不明　　
内面:磨滅激しく調整不明

口縁～底部片

４図４ ＳＩ３　覆土 土師器　坏 (11.7) － 4.6 普通 良好 明赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 50%

４図５ ＳＩ３　カマド 土師器　高坏 13.0 － [4.6] 普通 良好 明赤褐色
外面:ナデ　ヘラナデ　　
内面:ヘラナデ後ヘラミガキ　黒色処理

口縁～体部片

４図６ ＳＩ３　覆土 古式土師器 Ｓ字甕 － － [2.3] 普通 良好 にぶい黄橙色 外面:ナデ　　内面:ナデ 口縁部片

５図１ ＳＩ４　床 土師器　小型甕 (11.0) － [5.5] 普通 良好 暗赤褐色
外面:ナデ　ヘラナデ　　
内面:ナデ　ヘラナデ　　頸部に輪積み痕

口縁～胴部片

５図２ ＳＩ４･５覆土 土師器　甕 － 5.8 ［3.0］ 砂粒含 良好 にぶい褐色 外面:ヘラケズリ　　内面:ヘラケズリ 胴部～底部片

５図３ ＳＩ４　覆土 土師器　坏 (13.6) － ［4.5］ 普通 良好 にぶい橙色 外面:ナデ　ヘラナデ　　内面:ナデ　ヘラミガキ 口縁～胴部片

５図４ ＳＩ４　覆土 土師器　坏 (10.6) － ［3.9］ 普通 普通 明赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～体部片

５図５ ＳＩ４　覆土　 土師器　坏 (12.8) － ［3.0］ 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラナデ　　内面:ナデ　 口縁～体部片

５図６ ＳＩ４　覆土　 須恵器　甕 － － [18.0] 普通 良好 暗青灰色
外面:ナデ後ヘラナデ　ヘラケズリ　　
内面:ナデ後ヘラナデ

胴部片

５図７ ＳＩ４　覆土　 須恵器　坏 (15.6) － [5.5] 普通 良好 灰白色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形　 口縁～体部片

５図８ ＳＩ４　覆土 須恵器　坏 (13.0) － [3.6] 普通 良好 暗青灰色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～体部片

５図９ ＳＩ４　覆土 灰釉陶器　皿 － 7.8 [2.8] 普通 良好 にぶい黄橙色 外内面:ロクロ成形　灰釉施釉　　高台部削り出し 体部～底部片

６図１ ＳＩ５･11 覆土 土師器　甕 (19.2) － [13.2] 小石含 良好 にぶい橙色
外面:ナデ　ヘラナデ　ヘラケズリ　　
内面:ナデ　ヘラナデ

口縁～胴部片

６図２ ＳＩ５　覆土 土師器　坏 (12.9) － [5.0] 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

６図３ ＳＩ５　覆土 土師器　坏 (13.0) － [3.7] 普通 良好 明赤褐色 外面:ナデ　へラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

７図１ ＳＩ６　覆土 土師器　坏 (14.2) － [3.3] 普通 良好 暗赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

７図２ ＳＩ６　覆土 須恵器　高台付坏 － (8.2) [1.9] 砂粒含 酸化焔焼成 橙色
外面:ロクロ成形　回転糸切り　　
内面:ロクロ成形　

底部片

７図３ ＳＩ６･11覆土 須恵器　長頸壷 (19.8) － [2.1] 普通 酸化焔焼成 にぶい黄橙色 外面:ナデ　　内面:ナデ 口縁部片

７図４ ＳＩ11　覆土 須恵器　壷 － － [7.3] 普通 良好 灰白色 外面:叩き目　回転ヘラナデ　　内面:ロクロ成形 胴部片

７図５ ＳＩ11　覆土 須恵器　坏蓋 － (12.2) [3.7] 普通 良好 灰色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 体～裾部片

７図６ ＳＩ11　覆土 須恵器　坏 (11.3) － [2.8] 普通 良好 灰色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～体部片

７図７ ＳＩ11　覆土 土師器　甕 (16.2) － [6.7] 砂粒含 良好 にぶい褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁～胴部片

７図８ ＳＩ11　覆土 土師器　坏 (13.2) － [4.5] 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　 口縁～体部片

８図１ ＳＩ７　覆土 土師器　甕 (19.6) 5.7 (29.2) 普通 良好 橙色
外面:ナデ　ヘラケズリ　　
内面:ナデ　ヘラナデ　ヘラケズリ

50%

８図２ ＳＩ７　覆土 土師器　甕 (18.8) － [5.1] 普通 良好 にぶい橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁部片

８図３ ＳＩ７　覆土 土師器　甕 (17.6) － [3.1] 砂粒含 良好 灰褐色 外面:ナデ　ヘラナデ　　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁部片

８図４ ＳＩ７　覆土 土師器　甕 (12.2) － [4.2] 砂粒含 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁部片

８図５ ＳＩ７　覆土 土師器　坏 (10.4) (6.4) [2.9] 普通 良好 明赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

８図６ ＳＩ７　覆土 須恵器　高台付坏 － (5.8) [2.6] 砂粒含 酸化焔焼成 橙色
外面:ロクロ成形　回転糸切り後高台部貼付　　　
内面:棒状工具による回転ケズリ

体部～底部片

８図７ ＳＩ７　覆土 須恵器　高台付坏 　　－ (6.7) [3.2] 砂粒含 良好 にぶい黄橙色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 体部～底部片

８図８ ＳＩ７　覆土 須恵器　高台付皿 (12.6) (6.2) 2.9 普通 良好 灰色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 40%

８図９ ＳＩ７　覆土 須恵器　高台付坏 (14.2) － [4.5] 普通 良好 灰白色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～底部片

８図10 ＳＩ７　覆土 須恵器　坏 (11.6) － [3.4] 普通 良好 灰黄色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～体部片

８図11 ＳＩ７　覆土 須恵器　坏 － (9.4) [1.7] 普通 良好 灰色
外面:ロクロ成形　回転糸切り　　
内面:ロクロ成形

体部～底部片

８図12 ＳＩ７　覆土 須恵器　坏 － (6.2) [1.9] 砂粒含 良好 灰白色
外面:ロクロ成形　回転糸切り　　
内面:ロクロ成形

体部～底部片

８図13 SＩ７・SK3覆土 須恵器　壷 － － ［18.2］ 普通 良好 青黒色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 胴部片

９図１ ＳＩ８　床 須恵器　高台付坏 － 6.0 ［3.2] 砂粒含 酸化焔焼成 にぶい黄橙色
外面:ロクロ成形　回転ヘラナデ　　
内面:ロクロ成形

体部～底部片

10図１ ＳＩ10　床 土師器　甕 － (3.6) [29.6] 普通 良好 にぶい橙色
外面:ヘラナデ　ヘラケズリ　　　　　　　　　　
内面:ヘラナデ　ヘラケズリ　ハケメ

胴部～底部片

10図２ ＳＩ10　覆土 土師器　甕 (18.2) － ［9.8］ 砂粒含 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラナデ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁～胴部片

10図３ ＳＩ10　覆土 土師器　甕 (17.8) － ［7.4］ 普通 良好 にぶい橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁～胴部片

ピット観察表

出土土器観察表



番号 出土位置 種別・器種
法 量 ( ):推定 [ ]:遺存

胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 遺存状況
口径(㎝)底径(㎝)器高(㎝)

10図４ ＳＩ10　覆土 土師器　坏 (10.6) － ［3.3] 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～体部片

10図５ ＳＩ10　覆土 土師器　坏 (14.3) － ［4,0］ 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラナデ　　内面:ナデ 口縁～体部片

10図６ ＳＩ10　覆土 土師器　坏 (15.9) － ［3.0］ 砂粒含 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁～体部片

10図７ ＳＩ10　Ｐ２ 須恵器　高台付坏 － (6.6) ［2.3］ 普通 良好 灰色
外面:ロクロ成形　回転糸切り後高台貼付　　　　
内面:ロクロ成形

体部～底部片

10図８ ＳＩ10　床 須恵器　高台付坏 13.5 6.0 5.3 普通 良好 灰色
外面:ロクロ成形　回転糸切り後高台部貼付　　　
内面:ロクロ成形

完存

10図９ ＳＩ10　覆土 須恵器　高台付坏 (14.8) － ［4.7］ 普通 良好 灰白色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～底部片

10図10 ＳＩ10　床 須恵器　壷 － 10.0 ［10.9］ 普通 良好 暗青灰色
外面:ロクロ成形　高台部削り出し　　　　　　　
内面:ロクロ成形

胴部～底部片

10図11 ＳＩ10　覆土 須恵器　坏蓋 (5.8) － ［2.3］ 普通 良好 灰色 外面:回転ヘラケズリ　　内面:ロクロ成形 天井～体部片

10図12 ＳＩ10　覆土 須恵器　高台付皿 (13.0) (7.4) 2.8 普通 良好 灰色
外面:ロクロ成形　回転糸切り後高台部貼付　　　
内面:ロクロ成形

50%

10図13 ＳＩ10　床 須恵器　高台付皿 12.7 5.8 3.4 普通 良好 灰白色
外面:ロクロ成形　回転ヘラ切り後高台部貼付　　
内面:ロクロ成形

完存

10図14 ＳＩ10　カマド 須恵器　高台付坏 － － ［2.0］ 普通 酸化焔焼成 灰色
外面:ロクロ成形　回転ヘラ切り　高台部剥落　　
内面:ロクロ成形　

体部～底部片

10図15 ＳＩ10　覆土 須恵器　高台付坏 　　－ (5.0) [2.0] 普通 酸化焔焼成 淡黄色
外面:ロクロ成形　回転糸切り　高台部剥落　　　
内面:ロクロ成形

体部～底部片

10図16 ＳＩ10　床 須恵器　高台付坏 14.5 5.3 5.4 砂粒含 酸化焔焼成 灰白色
外面:ロクロ成形　高台部貼付後回転ナデ　　　　
内面:ロクロ成形

85%

10図17 ＳＩ10　床 須恵器　高台付坏 14.1 6.6 5.7 普通 酸化焔焼成 灰白色
外面:ロクロ成形　回転ヘラキリ　高台部貼付　　
内面:ロクロ成形

90%

10図20 ＳＩ10　覆土 縄文土器　深鉢 － － [3.1] 砂粒含 良好 にぶい赤褐色 外面:押型文か？　　　　内面:ナデ 体部片

11図１ ＳＩ15　覆土 土師器　坏 10.6 － [2.2] 普通 良好 明黄褐色 外面:ナデ　　内面:ナデ 口縁～体部片

11図２ ＳＩ15　覆土 古式土師器　Ｓ字甕 － (11.1) [5.1] 砂粒含 良好 にぶい黄橙色
外面:斜位ハケ目後ナデ　
内面:ナデ　ヘラナデ　裾部折り返し　

台部片

12図１ ＳＩ16　覆土 土師器　坏 (12.6) － [4.5] 普通 良好 にぶい橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

12図２ ＳＩ16　覆土 土師器　坏 (12.6) － [3.1] 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

12図３ ＳＩ16　覆土 土師器　坏 (13.4) － [3.6] 普通 良好 明赤褐色
外面:ナデ後4本の沈線　ヘラケズリ　　　　　　
内面:ナデ後花弁状のヘラミガキ

口縁～底部片

15図１ ＳＩ24　覆土 土師器　坏 (13.9) － 6.0 普通 良好 黒褐色 外面:ナデ　ヘラナデ　　内面:へラミガキ 口縁～底部片

15図２ ＳＩ24　覆土 土師器　坏 (13.0) － 4.4 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

15図３ ＳＩ24　覆土 土師器　坏 (12.7) － 4.2 普通 良好 にぶい橙色
外面:ナデ　ヘラケズリ　黒班　　
内面:ナデ　ヘラナデ

70%

15図４ ＳＩ24　床 土師器　坏 (13.0) － [3.7] 普通 良好 橙色 外面:ナデ　調整不明　　内面:ナデ 口縁～体片

15図５ ＳＩ24　覆土　 須恵器　高台付坏 － (6.5) [3.7] 砂粒含 酸化焔焼成 灰黄褐色 外面:ロクロ成形　　内面:ナデ　 体部～底部片

15図６ ＳＩ30　カマド 土師器　甕 22.9 5.2 36.1 砂粒含 良好 赤褐色
外面:ナデ　ヘラケズリ　調整不明　　
内面:ナデ　ヘラナデ

90%

15図７ ＳＩ30　カマド 土師器　甕 20.3 3.4 32.5 砂粒含 良好 赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 95%

15図８ ＳＩ30　カマド 土師器　坏 10.6 － 3.4 普通 良好 にぶい橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 完存

15図９ ＳＩ30　覆土 土師器　坏 (13.0) － [2.9] 普通 良好 灰褐色 外面:ナデ　ヘラナデ　　内面:ナデ 口縁～体部片

15図10 ＳＩ30　掘形 土師器　坏 (11.6) － [3.1] 普通 良好 にぶい橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～体部片

16図１ ＳＩ27　カマド 土師器　甕 (20.0) － [4.0] 砂粒含 良好 橙色 外面:ナデ　　内面:ナデ 口縁部片

16図２ ＳＩ27　カマド 土師器　坏 (10.6) － [2.1] 砂粒含 良好 橙色 外面:ナデ　　内面:ナデ 口縁～体部片

16図３ ＳＩ26　覆土 土師器　坏 (12.4) － 3.4 普通 良好 明赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

16図４ ＳＩ26　覆土 須恵器　坏蓋 4.8 15.9 2.8 普通 良好 黄灰色
外面:ロクロ成形　回転ヘラケズリ　自然釉付着　
内面:ロクロ成形　

50%

16図５ ＳＩ28　覆土 土師器　坏 (10.0) － [2.8] 普通 良好 橙色 外面:ナデ　　内面:ナデ 口縁～体部片

16図６ ＳＩ28　覆土 土師器　坏 (13.1) － [2.5] 普通 良好 明赤褐色 外面:ナデ　　内面:ナデ 口縁～体部片

17図１ ＳＩ29　覆土 土師器　甕 (15.6) － [14.5] 砂粒含 良好 橙色
外面:ナデ　ヘラケズリ　　
内面:ナデ　ヘラケズリ

口縁～胴部片

17図２ ＳＩ29　カマド 土師器　台付甕 － － [3.8] 砂粒含 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラナデ　　内面:ヘラナデ　ナデ　 接合部片

17図３ ＳＩ29　貯蔵穴 土師器　坏 (11.1) (5.2) 5.0 砂粒含 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

17図４ ＳＩ29　カマド 須恵器　不明 － － [8.5] 砂粒含 良好 灰色 外面:ロクロ成形後把手貼付　　内面:ロクロ成形 胴部片

17図５ ＳＩ29　覆土 須恵器　坏 － (5.6) [1.8] 普通 良好 灰白色
外面:ロクロ成形　回転糸切り　　
内面:ロクロ成形

体部～底部片

17図６ ＳＩ29　貯蔵穴 須恵器　坏 (13.7) － [4.2] 普通 酸化焔焼成 にぶい黄橙色
外面:ロクロ成形　ナデ　回転ヘラナデ　　
内面:ロクロ成形

口縁～底部片

17図７ ＳＩ29　カマド 須恵器　坏 (15.4) － [4.0] 砂粒含 酸化焔焼成 にぶい黄橙色
外内面:器壁の摩滅が激しいがロクロ成形と思われ
る　

口縁～体部片

18図１ ＳＩ29　覆土 須恵器　高台付坏 － (5.6) [3.9] 砂粒含 酸化焔焼成 浅黄橙色
外面:ロクロ成形　高台部貼付後ナデ　　
内面:ロクロ成形

体部～底部片

18図２ ＳＩ29　貯蔵穴 須恵器　高台付皿 12.9 5.9 3.6 砂粒含 酸化焔焼成 にぶい橙色
外面:ロクロ成形　回転ヘラナデ後高台部貼付　　
内面:ロクロ成形

70%

18図３ ＳＩ29　貯蔵穴 須恵器　高台付皿 12.7 5.7 3.6 砂粒含 酸化焔焼成 にぶい黄橙色
外面:ロクロ成形　ナデ後高台部貼付　　
内面:ロクロ成形

70%

20図１ ＳＩ９　床 土師器　甕 (21.5) － [5.0] 砂粒含 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラナデ　　内面:ナデ　 口縁部片

20図２ ＳＩ９　覆土 土師器　小型甕 (10.0) － [3.1] 普通 良好 灰黄褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　 口縁～胴部片

20図３ ＳＩ９　覆土 土師器　坏 (10.7) － 3.5 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ヘラナデ　ナデ 50%

20図４ ＳＩ９　覆土 土師器　坏 (8.8) － 3.6 普通 良好 にぶい橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　 口縁～底部片

20図５ ＳＩ９　覆土 須恵器　坏 (13.3) － [3.8] 普通 良好 灰色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～体部片

20図６ ＳＩ12　覆土 土師器　甕 (21.1) － [4.6] 砂粒含 良好 明赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁部片

20図７ ＳＩ12　掘形 土師器　坏 (12.2) － 3.4 普通 良好 にぶい橙色 外面:ナデ　へラケズリ　　内面:ナデ　 口縁～底部片

20図８ ＳＩ12　床 須恵器　高台付坏 15.4 6.5 5.6 普通 酸化焔焼成 灰白色
外面:ロクロ成形　回転ヘラ切り後高台貼付　　
内面:ロクロ成形

90%

20図９ ＳＩ12　床 須恵器　坏 12.1 5.1 4.3 普通 良好 灰色
外面:ロクロ成形　回転糸切り後ヘラナデ　高台坏
の高台部が剥落したものか？　　内面:ロクロ成形

完存

20図10 ＳＩ12　掘形 須恵器　坏 12.8 5.5 3.9 普通 良好 青灰色
外面:ロクロ成形　回転糸切り　　
内面:ロクロ成形

75%

20図11 ＳＩ12　覆土 須恵器　坏 － 5.6 [3.2] 普通 良好 灰白色
外面:ロクロ成形　ヘラナデ　回転糸切り　　
内面:ロクロ成形

体部～底部片

20図12 ＳＩ13　覆土 土師器　甑か？ (25.7) － [5.7] 普通 良好 にぶい橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁部片

20図13 ＳＩ13　覆土 土師器　坏 (11.0) － [2.8] 普通 良好 橙色
外面:摩滅激しく調整不明　　
内面:摩滅激しく調整不明

口縁～体部片

20図14 ＳＩ14　床 土師器　甕 (15.8) － [8.3] 砂粒含 良好 灰黄褐色
外面:ナデ　ヘラケズリ　　
内面:ナデ　ヘラケズリ

口縁～胴部片

20図15 ＳＩ14　覆土 土師器　坏 12.7 7.7 5.0 普通 良好 橙色
外面:ヘラナデ　ナデ　ヘラケズリ　　
内面:ナデ　ヘラケズリ　　
東海地方に由来するものか？

口縁～底部片

20図16 ＳＩ14　覆土 土師器　坏 (10.8) － 2.8 普通 良好 にぶい橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 20%

20図17 ＳＩ14　覆土 土師器　坏 (13.4) － 3.7 普通 良好 にぶい橙色
外面:ナデ　ヘラナデ　焼成後の穿孔か？　　
内面:ナデ　ヘラナデ

口縁～底部片

20図18 ＳＩ14　覆土 土師器　坏 (11.7) － 3.5 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 50%

出土土器観察表



番号 出土位置 種別・器種
法 量 ( ):推定 [ ]:遺存

胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 遺存状況
口径(㎝)底径(㎝)器高(㎝)

21図１ ＳＩ32　床 土師器　壷 (19.4) － [8.8] 普通 良好 橙色
外面:ナデ　ヘラナデ後ヘラミガキ　　
内面:ナデ　ヘラナデ

口縁～胴部片

21図２ ＳＩ32　覆土 土師器　甕 (17.2) － [10.8] 普通 良好 にぶい赤褐色
外面:ナデ　ヘラケズリ　　
内面:ナデ　輪積み痕が顕著に残る

口縁～胴部片

21図３ ＳＩ32　覆土 土師器　甕 (18.4) － [9.9] 砂粒含 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁～胴部片

21図４ ＳＩ32　覆土 土師器　坏 (12.6) － 3.3 砂粒含 良好 にぶい褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　 口縁～底部片

21図５ ＳＩ32　覆土　 土師器　坏 (14.0) － 4.5 普通 良好 明赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　 口縁～底部片

21図６ ＳＩ32　覆土　 土師器　坏 (14.0) － [3.8] 普通 良好 黒褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ後ヘラナデ　　内面:ナデ 口縁～体部片

21図７ ＳＩ32　覆土 土師器　坏 (12.2) － 3.4 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

21図８ ＳＩ32　覆土 土師器　坏 (13.5) － [3.5] 普通 良好 赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁～体部片

21図９ ＳＩ32　覆土 土師器　坏 (11.7) － [4.0] 普通 良好 にぶい赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～体部片

21図10 ＳＩ32　覆土 須恵器　坏蓋 － － [3.1] 普通 良好 灰色
外内面:ロクロ成形　天井部回転ヘラケズリ後棒状
工具による回転ケズリ　　

天井～体部片

21図12 ＳＩ33　覆土 須恵器　羽釜 (26.2) － [7.7] 砂粒含 酸化焔焼成 黄灰色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁部片

21図13 ＳＩ33　覆土 須恵器　坏蓋 － (14.3) [4.6] 砂粒含 良好 灰白色
外面:ロクロ成形　自然釉付着　　
内面:ロクロ成形

天井～裾部片

23図１ ＳＩ19　床 土師器　甕 (10.6) － [5.9] 砂粒含 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁部片

23図２ ＳＩ19　床 土師器　坏 (11.5) － 3.5 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 33%

23図３ ＳＩ19　覆土 土師器　坏 10.7 － 3.4 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 完存

23図４ ＳＩ19　床 須恵器　壷 (13.7) － [3.3] 普通 良好 暗青灰色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁部片

23図６ ＳＩ21　覆土 土師器　甕 (20.6) － [5.5] 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁部片

23図７ ＳＩ21　覆土 土師器　坏 (10.8) － [3.6] 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　 20%

23図８ ＳＩ21　覆土 須恵器　高台付坏 － － [2.8] 普通 良好 黄灰色
外面:ロクロ成形　回転糸切り後高台部貼付　高台
部剥落　　内面:ロクロ成形

体部～底部片

23図９ ＳＩ21　覆土 須恵器　高台付皿 (13.9) － [3.6] 普通 良好 灰色
外面:ロクロ成形　回転糸切り　高台部剥落　　
内面:ロクロ成形

口縁～体部片

23図10 ＳＩ21　覆土 灰釉陶器　皿 (11.4) － [2.8] 緻密 良好 灰白色
外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形　　
釉薬は掛けられていない

口縁～体部片

23図11 ＳＩ22　カマド 土師器　甕 － (4.7) [6.2] 普通 良好 明赤褐色 外面:ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 胴部～底部片

23図12 ＳＩ22　カマド 土師器　小型台付甕 12.2 － [14.9] 砂粒含 良好 にぶい橙色
外面:ナデ　ヘラケズリ　ヘラナデ　　　　　　　
内面:ナデ　ヘラナデ　

口縁～底部片

23図13 ＳＩ22　カマド 須恵器　坏 (14.7) － [3.8] 普通 酸化焔焼成 橙色
外面:ロクロ成形　　　　　　　　　　　　　　　
内面:ヘラミガキ　ナデ後ヘラミガキによる暗文　
黒色処理

口縁～体部片

23図14 ＳＩ22　カマド 須恵器　坏 － (6.7) [2.7] 普通 酸化焔焼成 浅黄橙色
外面:ロクロ成形　回転糸切り　　　　　　　　　
内面:ロクロ成形

体部～底部片

23図15 ＳＩ22　カマド 須恵器　高台付坏 (12.6) (6.5) 5.1 砂粒含 酸化焔焼成 橙色
外面:ロクロ成形　回転ヘラナデ　ナデ　　　　　
内面:ロクロ成形

口縁～底部片

23図16 ＳＩ22　覆土 須恵器　坏 (11.2) － [3.3] 砂粒含 酸化焔焼成 にぶい黄橙色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～体部片

23図17 ＳＩ22　カマド 須恵器　坏 (13.2) － [4.1] 普通 酸化焔焼成 淡黄色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～体部片

23図18 ＳＩ22　覆土 灰釉陶器　皿 (16.6) － [2.6] 普通 良好 灰白色
外面:ロクロ成形　灰釉　　　　　　　　　　　　
内面:ロクロ成形だが痕跡なし　灰釉

口縁～体部片

23図19 ＳＩ25　覆土 土師器　甕 － 6.8 [12.9] 砂粒含 良好 にぶい赤褐色 外面:ヘラケズリ　　内面:ヘラナデ　ナデ 胴部～底部片

23図20 ＳＩ25 床下土坑 土師器　甕 (19.6) － [5.5] 普通 良好 明赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　 口縁部片

23図21 ＳＩ25 床下土坑 土師器　小型甕 (11.9) － [3.7] 普通 良好 赤橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁部片

23図22 ＳＩ25　覆土 土師器　甕 － (5.6) [5.0] 普通 良好 にぶい赤褐色 外面:ヘラケズリ　　内面:ナデ 胴部～底部片

23図23 ＳＩ25　覆土 土師器　坏 (12.9) － [3.9] 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　黒色処理 体部～底部片

23図24 ＳＩ25　床 土師器　坏 12.0 8.0 3.7 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 完存

23図25 ＳＩ25　覆土 須恵器　高台付坏 (14.0) － [4.9] 砂粒含 酸化焔焼成 灰白色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～体部片

23図26 ＳＩ25　覆土　 須恵器　坏 (12.5) － [3.7] 砂粒含 酸化焔焼成 にぶい黄橙色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～体部片

23図27 ＳＩ25　覆土 灰釉陶器　皿 － － [3.1] 普通 良好 灰白色
外面:ロクロ成形　灰釉　　
内面:ロクロ成形　灰釉

口縁部片

27図１ ＳＫ１　覆土 土師器　坏 (12.2) － [2.4] 普通 良好 灰黄褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～体部片

27図２ ＳＫ２　覆土 土師器　甕 (20.2) － [5.0] 普通 良好 にぶい赤褐色 外面:ナデ　ヘラナデ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁部片

27図３ ＳＫ２　覆土 須恵器　坏 － (6.0) [1.6] 普通 酸化焔焼成 灰白色
外面:ロクロ成形　回転ヘラナデ後高台部貼付　　
内面:ロクロ成形

底部片

27図４ ＳＫ２　覆土 須恵器　坏 － 5.6 [2.5] 砂粒含 酸化焔焼成 にぶい黄橙色
外面:ロクロ成形　高台貼付後回転ナデ　　　　　
内面:ロクロ成形

底部片

27図５ ＳＫ２　覆土 須恵器　坏 (12.2) － [5.0] 普通 良好 灰白色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～体部片

27図６ ＳＫ２　底面 灰釉陶器　坏 － － [2.7] 普通 良好 灰白色
外面:ロクロ成形　灰釉　　　　　　　　　　　　
内面:ロクロ成形　灰釉

口縁部片

28図１ ＳＫ３　覆土 土師器　甕 (19.2) － [6.2] 普通 良好 明赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁部片

28図２ ＳＫ３　覆土 灰釉陶器　坏 (13.0) － [2.2] 普通 良好 灰白色 外面:ロクロ成形　灰釉　　　内面:ナデ　灰釉　 口縁～体部片

28図３ ＳＫ３　覆土 灰釉陶器　坏 － (5.1) [2.6] 普通 良好 灰白色
外面:ロクロ成形　灰釉　　　　　　　　　　　　
内面:ロクロ成形　灰釉

体部～底部片

28図４ ＳＫ４　覆土 須恵器　坏 (12.6) (8.8) 3.7 普通 良好 青灰色 外面:ロクロ成形　　　内面:ロクロ成形 口縁～底部片

28図５ ＳＫ５　覆土 土師器　甕 － (7.0) [3.3] 普通 良好　 褐色 外面:ヘラケズリ　　　内面:ヘラナデ 底部片

28図６ ＳＫ５　覆土 須恵器　坏 (13.0) － [2.2] 普通 酸化焔焼成 灰黄褐色 外面:ロクロ成形　　　内面:ロクロ成形 口縁～体部片

28図７ ＳＫ５　覆土 須恵器　坏蓋 － － [1.9] 普通 良好 青灰色
外面:ロクロ成形　回転ヘラナデ　　　　　　　　
内面:ロクロ成形

天井～体部片

28図８ ＳＫ９　覆土 土師器　甕 － － [6.7] 普通 良好 赤黒色
外面:ヘラケズリ　焼成後穿孔　補修孔か？　　　
内面:ナデ

胴部片

28図９ ＳＫ11　覆土 須恵器　坏 － 5.8 [2.8] 普通 酸化焔焼成 灰黄褐色
外面:ロクロ成形　回転ヘラキリ　　
内面:ロクロ成形

体部～底部片

28図11 ＳＫ14　覆土 古式土師器　坩 (13.8) － [4.7] 普通 良好 にぶい黄橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～体部片

28図12 ＳＫ14　覆土　 土師器　坏 12.5 － 4.4 普通 普通 明赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

28図13 ＳＫ15　覆土 土師器　甕 (20.4) － [6.7] 普通 良好 にぶい橙色
外面:ナデ　ヘラナデ　ヘラケズリ　　　　　　　
内面:ヘラナデ　ナデ

口縁部片

28図14 ＳＫ15　覆土 土師器　坏 (11.1) － 5.4 普通 良好 赤色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

28図15 ＳＫ15　覆土 土師器　坏 (9.4) － 2.6 普通 良好 にぶい褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

28図16 ＳＫ15　覆土 須恵器　坏 (13.3) 6.1 3.9 普通 良好 灰白色 外面:ロクロ成形　回転糸切り　　内面:ロクロ成形 70%

28図18 ＳＫ16　覆土 土師器　坏 － － [3.0] 普通 良好 にぶい赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 体部～底部片

28図19 ＳＫ16　覆土 須恵器　坏 (13.3) － [3.0] 普通 良好 灰色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～体部片

28図20 ＳＫ16　覆土 須恵器　高台付坏 － (6.4) [1.6] 砂粒含 良好 灰白色
外面:ロクロ成形　回転糸切り後高台部貼付　　　
内面:ロクロ成形

体部～底部片

28図21 ＳＫ16　覆土 緑釉陶器　皿 － 7.2 [1.6] 普通 良好 緑釉施釉
外面:回転ヘラケズリ　高台部削り出し　緑釉　　
内面:ナデ　緑釉

体部～底部片

28図22 ＳＫ18　覆土 土師器　坏 (15.5) － [3.1] 普通 良好 にぶい橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～体部片

28図23 ＳＫ18　覆土 須恵器　壷 (14.0) － [1.8] 砂粒含 良好 青灰色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁部片

28図24 ＳＫ19　覆土 土師器　坏 (11.0) － [2.8] 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラナデか？　　内面:ナデ 口縁～体部片

28図25 ＳＫ19　覆土 須恵器　壷 (11.2) － [1.6] 普通 良好 灰黄色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁部片

出土土器観察表



番号 出土位置 種別・器種
法 量 ( ):推定 [ ]:遺存

胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 遺存状況
口径(㎝)底径(㎝)器高(㎝)

28図26 ＳＫ19･20 覆土 土師器　甕 (17.7) － [5.7] 普通 良好 にぶい赤褐色
外面:ナデ　ヘラナデ　ヘラケズリ　　　　　　　
内面:ナデ　ヘラナデ

口縁部片

28図27 ＳＫ19･20 覆土 土師器　坏 (12.8) － [2.2] 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～体部片

28図28 ＳＫ19･20 覆土 土師器　坏 12.2 6.8 3.5 普通 良好 にぶい赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 口縁～底部片

28図29 ＳＫ19･20 覆土 須恵器　坏 (12.7) － [3.9] 普通 良好 灰色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～体部片

28図30 ＳＫ19･20 覆土 須恵器　高台付皿 13.5 － [2.7] 普通 良好 灰色
外面:ロクロ成形　回転糸切り　　
内面:ロクロ成形

50%

28図31 ＳＫ20　覆土 須恵器　坏 (12.6) 5.2 3.6 普通 酸化焔焼成 褐灰色 外面:ロクロ成形　回転糸切り　　内面:ナデ 50%

29図１ ＳＫ21　覆土 土師器　甕 (18.8) － [7.5] 普通 良好 灰黄褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ヘラナデ 口縁～胴部片

29図２ ＳＫ21　覆土 須恵器　坏 13.3 6.1 4.4 砂粒含 酸化焔焼成 灰色
外面:回転ヘラナデ　回転糸切り　　　　　　　　
内面:回転ヘラナデ

90%

29図３ ＳＫ21　覆土 須恵器　坏 12.8 6.3 4.1 砂粒含 酸化焔焼成 灰白色
外面:ロクロ成形　回転糸切り　　　　　　　　　
内面:ヘラナデ　棒状工具による回転ナデ

完存

29図４ ＳＫ22　覆土 土師器　甑 24.6 9.6 31.3 普通 良好 にぶい橙色　
外面:ナデ　ヘラケズリ　下半部は二次被熱により
赤褐色に変色　　　　　　　　　　　　　　　　
内面:ナデ　ヘラナデ　ヘラケズリ

完存

29図５ ＳＫ22　覆土 土師器　坏 (14.3) － 4.9 普通 良好 にぶい赤褐色
外面:ナデ　ヘラケズリ　　　　　　　　　　　　
内面:ナデ　ヘラミガキ

口縁～底部片

29図６ ＳＫ2　2覆土 須恵器　小型壷 － － [5.4] 普通 良好 明青灰色
外面:ロクロ成形　棒状工具刺突　沈線　　　　　
内面:ナデ　ロクロ成形

胴部片

29図８ ＳＫ30　覆土 須恵器　坏 (15.1) (8.4) 3.7 普通 良好 赤灰色
外面:ロクロ成形　回転糸切り　　　　　　　　　
内面:ロクロ成形　ヘラケズリ

口縁～底部片

29図９ ＳＫ32　覆土 土師器　甕 － (8.0) [2.9] 砂粒含 良好 暗赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 底部片

29図10 ＳＥ１　覆土 古式土師器　Ｓ字甕 － － [2.1] 普通 良好 にぶい橙色　 外面:ハケ目　　内面:ナデ　接合部に砂充填 底部片

29図11 ＳＥ１　覆土 土師器　坏 10.3 － 3.2 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ 完存

29図12 ＳＥ１　覆土 須恵器　坏 (14.3) － [4.0] 普通 良好 灰白色 外面:ロクロ成形　　内面:ロクロ成形 口縁～体部片

29図13 Pit１　底面 土師器　脚付坏 (11.1) 8.3 8.8 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 60%

29図14 Pit３　覆土 須恵器　高台付坏 － 6.0 [1.9] 小石含 酸化焔焼成 灰黄色
外面:ロクロ成形　ナデ後高台部貼付　　　　　　
内面:ロクロ成形

底部片

29図15 Pit４　覆土 土師器　甕 (22.8) － [7.1] 砂粒含 良好 明赤褐色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁部片

29図16 Pit４　覆土 土師器　甕 (11.4) － [5.2] 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ナデ　ヘラナデ 口縁部片

29図17 Pit４　覆土 須恵器　坏 13.0 6.0 3.2 普通 良好 明赤灰色
外面:ロクロ成形　回転糸切り　高台部剥落か？　
内面:ロクロ成形

90%

29図18 Pit４　覆土 須恵器　坏 13.5 5.2 4.1 普通 良好 明青灰色
外面:ロクロ成形　回転糸切り　　　　　　　　　
内面:ロクロ成形

70%

29図19 遺構外 土師器　坏 10.5 － 3.7 普通 良好 橙色 外面:ナデ　ヘラケズリ　　内面:ヘラナデ　 75%

29図20 遺構外 土師器　坏 10.2 － 3.8 普通 良好 橙色
外面:ナデ　ヘラケズリ　
内面:ナデ　約2/3に煤付着

完存

29図21 遺構外 須恵器　壷 － － [6.6] 普通 良好 灰色
外面:ロクロ成形　灰釉　焼成時自然釉付着　　　
内面:ロクロ成形　灰釉

胴部片

29図22 遺構外 須恵器　円面硯か？ － (22.2) [2.5] 普通 良好 青灰色 外面:ロクロ成形後窓切り取り　内面:ロクロ成形 脚部片

番号 出土位置 種別
法　量　 ( )：推定　[ ]：遺存

胎土 焼成 色調 器形、成・整形、文様等の特徴 遺存状況
長さ(㎝） 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重さ(g）

18図４ ＳＩ29　覆土 瓦 [11.5] [13.0] 3.2 [162.6] 砂粒含 普通 灰白色 外面:布目　内面:縄目 体部片

18図５ ＳＩ29　覆土 瓦 [10.0] [12.2] 1.9 [251.2] 砂粒含 普通 灰白色 外面:布目　内面:縄目 体部片

27図７ ＳＫ２　覆土 土錘 5.8 1.7 1.6 15.6 普通 良好 灰色
孔径:0.5㎝　体部はヘラナデ整形、端部はヘラによる面取りで
丁寧な仕上げ。

完存

29図23 遺構外 土錘 [3.2] 1.5 1.7 [6.9] 普通 良好 黄褐色 孔径:0.4㎝　ナデ整形。端部の仕上げは行なわれていない。 50%

29図24 遺構外 土錘 [2.1] 1.2 1.1 [2.7] 普通 良好 黒色 孔径:0.4㎝　ナデ整形。端部の仕上げは行なわれていない。 40%

29図25 遺構外 土錘 [1.9] 1.4 1.5 [3.7] 普通 良好 黄褐色 孔径:0.6㎝　ナデ整形。端部は残存していない。 20%

番号 出土位置 種別
法　量　( )：推定　[ ]：遺存

器形、成・整形等の特徴 遺存状況
長さ(㎝） 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重さ(g）

10図18 ＳＩ10　覆土 刀子 [8.8] 1.2 0.5 8.4
断面は刀身部が二等辺三角形、茎部が逆台形を呈する。刀身部のほぼ中央から右方向に折れ
曲がる。

60%

11図４ ＳＩ17　覆土 不明 [3.8] 0.7 0.1 1.6 非常に薄く、細長い形状をしている。端部が湾曲している。 20%

12図４ ＳＩ16　覆土 刀子 [3.6] 1.0 0.3 3.2 刀身の一部が残存。断面は二等辺三角形を呈する。 20%

18図６ ＳＩ29　覆土 刀子 [7.5] 1.0 0.5 13.1 茎から刀身部にかけて残存。断面は刀身部が鋭角の三角形、茎部が端部の鈍い三角形を呈する。 60%

28図10 ＳＫ12　覆土 不明 5.6 1.4 1.0 23.7 断面が四角形の柱状を呈する。 完存

28図17 ＳＫ16　覆土 鎹ヵ (11.8) 7.3 1.0 42.0 端部の尖ったコの字状のものが真ん中で折り曲げられている。形状からカスガイと考えられる。 完存

番号 出土位置 種別
法　量　( )：推定　[ ]：遺存

石質 器形、成・整形等の特徴 遺存状況
長さ(㎝） 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重さ(g）

７図９ ＳＩ11　床面 臼玉 1.7 1.3 0.5 1.5 滑石
扁平の楕円形を呈し、表面から 0.4 × 0.3 ㎝の穿孔を施す。表裏側面に製作時
の擦過痕があり、右側縁部に顕著に見られる。

完存

８図14 ＳＩ７　覆土 石核 2.1 2.3 1.6 6.5 黒曜石
不純物の少ない漆黒色の素材を使用。サイコロ状を呈する。打面調整をせずに
ランダムに打点を見つけて小さめの剥片を剥ぎ取っている。

完存

８図15 ＳＩ７　覆土 紡錘車 3.9 3.9 1.5 32.2 滑石
断面台形を呈し、裏面中央から径１㎝の穿孔を施す。表面頂部・裏面に放射線
状の、表斜面部に平行状の線条痕が顕著に残る。

完存

10図19 ＳＩ10　覆土 打製石斧 [12.9] 12.2 3.3 [566.3] 花崗岩ヵ
基部から刃部に向けて幅が広がる形状を呈する。裏面・表面中央に主要剥離面
を広く残し、表面側縁の大きな剥離で整形、刃部も端部からの大きめの剥離に
よって作られる。顕著な使用痕は確認できない。

上部欠損

11図３ ＳＩ17　覆土 砥石 [14.5] 9.1 3.9 [302.2] 砂岩ヵ
表面は左半分が磨滅と細かい敲打痕により傾斜し、その上に刃部によると思われ
る深く細い溝状の擦過痕が見られる。裏面は細かい擦過痕と敲打痕が見られる。

下部欠損

16図７ ＳＩ28　床面 紡錘車 3.9 4.0 1.0 24.0 滑石
断面は扁平な台形を呈する。表面は周縁部に顕著な使用痕、穿孔部周辺に細か
い擦過痕がある。裏面周縁部も表面と同様の使用痕があるが、その数は少ない。

滑石

20図19 ＳＩ14　掘形 臼玉未成品 1.8 1.8 1.1 4.3 滑石
表面から裏面に向けて垂直に工具を当てて粗割をした後裏面からやや細かい割
り込みをして整形する。工具の安定を図る為断面は台形を呈する。

完存

21図11 ＳＩ32　覆土 剥片 4.2 2.2 0.5 5.2 チャート
左側縁に使用に伴う刃毀れがある。どの剥離面にも明確な打点が見られず、上
側面に表面中央への加撃を示すリングが確認できることから、使いやすい大き
さにするため折り曲げて切断したと思われる。

完存

23図５ ＳＩ19　覆土 剥片 1.9 2.5 0.7 2.3 黒曜石
表面上側縁に細かい剥離を施す。裏面中央の陥没部に細かい剥離を施すが、付
近に不純物が残っていることから不純物を取り除いた痕跡とも考えられる。

完存

27図８ ＳＫ２　覆土 支脚 [9.9] 5.8 [3.6] [391.8] 表面端部は磨滅が激しく、被熱により橙褐色に変色している。 50%

27図９ ＳＫ２　覆土 砥石 [7.4] [5.9] [2.6] [87.4] 細い線条痕が多く見られる。側面は反り気味で、頂部は鋭角をなす。 20%

29図７ ＳＫ22　覆土 砥石 [10.7] 3.6 2.8 [179.9]
細身の撥形を呈する。表面中央に使用に伴う縦位の深い溝が見られ、表裏側面
に細かい線条痕が確認できる。下端部には細かい敲打痕と擦過痕が見られる。

上部欠損

出土土器観察表

土製品観察表

鉄製品観察表

石製品観察表
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